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自
然
と
共
生
す
る
、
快
適
な
住
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

▼
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

東
日
本
大
震

災
以
降
、特
に
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
地
熱
発
電
や
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
お
よ
び
小
水
力
発
電
な
ど
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
26
年
度
は
、
公
共
施
設
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
と
し

て
、
新
庁
舎
周
辺
に
太
陽
光
を
活
用
し
た

街
路
灯
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
新
庁
舎

に
は
地
中
熱
を
利
用
し
た
冷
暖
房
設
備
を

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
用
太
陽
光
発

電
設
備
と
し
て
、
総
合
運
動
公
園
、
松
尾

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
安
代
診

療
所
付
近
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
お
よ
び

蓄
電
池
を
整
備
す
る
た
め
の
設
計
業
務
を

行
い
ま
す
。

▼
道
路
整
備
事
業

継
続
事
業
の
ほ
か
、

新
規
事
業
と
し
て
県
代
行
を
要
望
し
て
い

る
市
道
鴨
志
田
線
な
ど
の
関
係
す
る
市
道

お
よ
び
通
学
の
安
全
対
策
の
た
め
渋
川
堀

切
線
の
道
路
概
略
設
計
に
着
手
し
て
い
き

ま
す
。
一
般
国
道
２
８
２
号
西
根
バ
イ
パ

ス
に
つ
い
て
は
、
26
年
度
に
全
線
開
通
を

予
定
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
引
き
続

き
県
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

▼
水
道
事
業

小
屋
の
沢
水
源
を
活
用
し

た
統
合
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、
新
た

に
整
備
し
た
水
源
施
設
か
ら
の
導
水
管
布

設
工
事
お
よ
び
配
水
池
の
造
成
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
台
風
18
号
の
豪
雨
に
よ

り
被
害
が
発
生
し
た
温
泉
郷
配
水
池
の
導

水
施
設
に
つ
い
て
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ

る
災
害
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
早
期
の
本

復
旧
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
市
営
住
宅

現
在
３
８
６
戸
あ
り
ま
す

が
、
老
朽
化
が
著
し
い
町
裏
住
宅
に
つ
い

て
、実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

長
寿
命
化
対
策
と
し
て
、
柏
台
第
一
住
宅

お
よ
び
柏
台
第
２
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
の

排
水
管
更
生
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

新
庁
舎
移
転
に

伴
い
、
12
月
か
ら
路
線
を
見
直
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
、
さ
ら
に
利
便
性
の
よ
い
形

態
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

▼
情
報
施
策

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）へ
の
対
応
と
し

て
、
住
民
情
報
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を

平
成
26
年 

市
議
会
第
１
回
定
例
会 

施
政
方
針

地
域
資
源
生
か
し
施
策
を
展
開

平
成
26
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
、
市
議

会
議
事
堂
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
田
村
正
彦
市
長
が
26
年
度

の
施
政
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
市
内
全
域
で
か
つ
て
な

い
ほ
ど
の
大
雨
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
特
に
も
、
９
月
16
日
に
本
市
を
直
撃
し
た

台
風
18
号
は
、
各
所
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し

た
。
市
は
、
現
在
も
復
旧
に
向
け
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
が
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両
面
に
よ
り
、

今
後
一
層
の
対
策
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
、
間
も
な
く

３
年
と
な
り
ま
す
。
沿
岸
市
町
村
で
は
、
い
ま
だ

に
多
く
の
方
々
が
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
で
不
自
由

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
は
、
本

年
を「
本
格
復
興
推
進
年
」と
位
置
付
け
、「
国
、県
、

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
各
般
の
取
り
組
み
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
」と
し
て
お
り
、
本
市
も
、「
が

ん
ば
ろ
う
岩
手
基
金
」を
活
用
し
た
被
災
地
支
援

事
業
や
職
員
派
遣
な
ど
に
よ
り
、
市
民
と
心
を
一

つ
に
し
て
、
支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

我
が
国
の
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ

り
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
国
の
債
務
残
高
は
平
成
25

年
末
時
点
で
１
千
兆
円
を
超
え
て
お
り
、
安
定
し

た
財
政
運
営
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
本
年
４
月
に
消
費
税
が
増
税
さ
れ
ま
す
。
増

税
分
は
、
社
会
保
障
費
の
財
源
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た
今
、
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
景
気
回
復
の
効
果
が
地

方
に
現
れ
る
前
に
、
景
気
が
失
速
し
て
し
ま
わ
な

い
か
危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

政
府
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
向
か
っ

て
経
済
成
長
を
軌
道
に
乗
せ
、
地
方
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
政
策
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
、

働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
26
年
度
の
主
な
施
策
と
主
要
事
業
の
概

要
を
市
総
合
計
画
の
体
系
に
沿
っ
て
、
申
し
上
げ

ま
す
。

平成26年度の施政方針を述べる田村市長
（２月20日、市議会議事堂議場）
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平成26年度施政方針
行
う
と
と
も
に
、
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
よ
る
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
都
市
計
画

都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前

線
と
大
更
駅
西
口
駅
前
広
場
の
二
つ
の
事

業
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

大
更
駅
東
西
の
一
体
化
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
自
由
通
路

の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
地
域
防
災

昨
年
発
生
し
た
大
雨
被
害

で
は
、
市
内
全
域
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
生
活
を
守
る
上
で
最
も
重
要
な
課
題

の
一
つ
で
す
。
本
年
８
月
に
は
、
本
市
を

会
場
に
県
総
合
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
交
通
安
全

こ
こ
数
年
、
市
内
で
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。そ
の
多
く
は
、

高
齢
者
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
へ
の
啓
発
活
動
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

連
携
に
よ
っ
て
築
く
、
躍
進
す
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

▼
農
業
振
興

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営

体
を
認
定
農
業
者
に
誘
導
す
る
ほ
か
、
集

落
営
農
の
組
織
化
を
推
進
し
、
新
規
就
農

者
な
ど
を
認
定
就
農
者
に
位
置
付
け
る
な

ど
、
地
域
の
担
い
手
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

産
地
交
付
金
で
は
、
地
域
振
興
作
物
で

あ
る
、
リ
ン
ド
ウ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ピ

ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
を
産
地
戦

略
作
物
に
定
め
、
生
産
を
振
興
し
て
ま
い

り
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
に
伴
い
、

地
域
集
積
協
力
金
や
経
営
転
換
協
力
金
、

耕
作
者
集
積
協
力
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
随
時

見
直
す
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
と
連
携

し
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
業
務
に
協

力
し
、農
地
集
積
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
園
芸
振
興

い
わ
て
地
域
農
業
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
実
践
支
援
事
業
や
経
営
体
育
成

支
援
事
業
に
よ
り
、
花
き
や
野
菜
な
ど
の

生
産
活
動
に
必
要
な
管
理
用
機
械
や
生
産

施
設
を
導
入
す
る
認
定
農
業
者
や
生
産
組

織
に
対
し
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
八
幡
平
営
農
振
興
支
援
対
策
事

業
に
よ
り
、
遊
休
ハ
ウ
ス
な
ど
の
施
設
の

流
動
化
を
図
る
ほ
か
、
果
菜
類
の
生
産
規

模
拡
大
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
リ
ン
ド
ウ
の
生
産
・
販
売
「
安
代
り

ん
ど
う
」は
、９
年
連
続
で
販
売
額
が
10
億

円
を
突
破
し
、
国
内
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
責
任
産
地
を
確
立
し
て
い
ま
す

が
、さ
ら
な
る
生
産
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

初
期
の
設
備
投
資
で
資
金
を
必
要
と
す
る

新
規
栽
培
者
に
対
す
る
利
子
補
給
制
度
を

新
た
に
創
設
し
、支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
チ
リ
国
で
の
栽
培
事
業
を
強
化

し
、
本
市
で「
安
代
り
ん
ど
う
」を
栽
培
で

き
な
い
時
期
の
リ
レ
ー
出
荷
を
図
り
、
需

要
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
畜
産
振
興
「
優
良
牛
導
入
資
金
貸
付

基
金
」の
活
用
を
図
り
、増
頭
対
策
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
牛
や
豚
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の

経
営
安
定
対
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る「
八
幡
平
牛
」の
浸
透
を

図
る
た
め
、
市
牛
肉
推
進
協
議
会
が
行
う

活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
農
業
農
村
整
備

日
本
型
直
接
支
払
制

度
に
お
い
て
、
農
業
の
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
の
た
め
、
地
域
内
の
農
業
者
が

取
り
組
む
地
域
活
動
に
対
し
、
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
農
地
維
持
支
払
い
で
は
、

農
地
の
法
面
の
草
刈
り
や
農
道
の
砂
利
補

充
な
ど
の
共
同
活
動
に
支
援
し
、
資
源
向

上
支
払
い
で
は
、
生
産
資
源
や
農
村
環
境

の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活
動
へ
の
支
援

な
ど
に
よ
り
、
農
業
農
村
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
農
地
な
ど
の
災
害
復
旧

昨
年
８
月
の

豪
雨
や
台
風
18
号
で
被
災
し
た
施
設
や
農

地
の
復
旧
事
業
を
実
施
し
、
早
期
の
作
付

け
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

▼
林
業
振
興

国
が
策
定
し
た「
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
」の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
生
産
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
な
が
ら
、

搬
出
間
伐
と
作
業
路
網
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
伐
期
を
迎
え
て
い
る
人
工
林
の

主
伐
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
積
極
的
な
活
用
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

▼
工
業
振
興

引
き
続
き
、
事
業
拡
大
や

雇
用
拡
大
に
つ
な
が
る
企
業
へ
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
貸
工
場
入
居
企
業
な
ど

に
対
し
、
２
次
展
開
へ
向
け
た
物
件
紹
介

や
各
種
補
助
制
度
な
ど
の
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
地
元
食
材
な
ど
の

地
域
資
源
の
活
用
や
教
育
・
研
究
機
関
と

の
連
携
に
よ
る
事
業
展
開
を
図
る
地
場
企

業
な
ど
に
対
し
、
関
係
部
署
と
連
携
し
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
商
業
振
興

商
工
会
が
実
施
し
て
い
る

「
共
通
商
品
券
特
典
事
業
」に
対
し
、
引
き

続
き
補
助
す
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業
と

し
て「
全
国
展
開
支
援
事
業
」へ
の
助
成
に

よ
り
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

地域防災の中心である消
防団（昨年の消防訓練大会）
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▼
観
光
振
興

ウ
ェ
ル
カ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
本
市
へ
訪
れ
て

い
た
だ
い
た
観
光
客
の
方
々
に
対
し
、
特

産
品
の
山
ぶ
ど
う
原
液
を
使
用
し
た
ド
リ

ン
ク
提
供
な
ど
を
行
い
、
誘
客
促
進
と
併

せ
て
山
ぶ
ど
う
商
品
の
販
売
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
旧
松
尾
鉱
山
や
鹿
角
街
道
な
ど

の
歴
史
遺
産
を
は
じ
め
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
観
光
振
興
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
加
え
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
を
行

い
な
が
ら
、
教
育
旅
行
お
よ
び
体
験
旅
行

の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

例
年
開
催
さ
れ

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を
行
い
、
宿

泊
を
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ラ
グ
ビ
ー
、

健
や
か
な
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
材
の
ま
ち
づ
く
り

▼
保
健
・
医
療

生
活
習
慣
病
な
ど
の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
た
各
種
検
診
を
１
日

で
受
診
で
き
る「
総
合
健
診
」と
し
て
健
診

体
制
の
見
直
し
を
行
い
、
受
診
率
向
上
に

つ
な
げ
て
、
市
民
の
健
康
増
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
西
根
病
院

４
月
か
ら
小
児
科
医
を
迎

え
、
診
療
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
西
根
病
院
は
老
朽
化
が
進

み
、
耐
震
強
度
も
不
足
し
て
お
り
、
施
設

整
備
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
利

便
性
、
経
営
の
健
全
化
、
医
師
確
保
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
な
ど
総
合
的
な

観
点
か
ら
、
移
転
改
築
に
向
け
具
体
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
出
会
い
支
援
事
業

成
婚
２
組
の
実
績

を
踏
ま
え
、
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
障
が
い
福
祉

障
害
者
総
合
支
援
法
の

完
全
施
行
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
事
業
者
お
よ
び
利
用
者
が
円

滑
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
適

切
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
生
活
保
護

法
改
正
に
伴
う「
就
労
自

立
給
付
金
制
度
」を
活
用
し
た
受
給
者
の

適
正
な
就
労
に
向
け
、
よ
り
一
層
の
就
労

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
高
齢
者
福
祉
計
画

盛
岡
北
部
行
政
事

務
組
合
が
策
定
す
る
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
と
整
合
性
を
図
り
、
29
年
度
末
を

計
画
目
標
と
す
る
第
６
期
計
画
と
し
て
策

定
す
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制

の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
子
育
て
支
援

大
更
保
育
園
の
民
営
化

後
の
支
援
、
あ
し
ろ
保
育
所
の
民
間
移
管

に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
27

年
度
実
施
に
向
け
、「
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

▼
学
校
教
育
「
市
の
次
代
を
担
う
人
づ

く
り
」を
中
心
に
据
え
た
施
策
を
展
開
し
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
童
・

生
徒
の
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
教
育
環

境
と
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

▼
学
校
施
設
整
備

市
内
全
て
の
小
・
中

学
校
の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た
。近
年
、

大
規
模
地
震
に
よ
り
、
屋
内
体
育
館
の
天

井
材
や
照
明
器
具
が
落
下
す
る
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
屋
内
体
育
館

の
吊
り
天
井
な
ど
に
つ
い
て
、
落
下
防
止

対
策
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

26
年
度
か

ら
、
地
区
公
民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
し
て
地
域
振
興
協
議
会
に
指
定
管

理
し
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
生
涯
学
習

事
業
や
地
域
活
動
を
相
互
に
連
携
し
て
展

サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
合
宿
誘
致
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、
28
年

度
開
催
の「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」に
向

け
、上
寄
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
行
い
、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
八
幡
平
市
」の
イ
メ
ー

ジ
を
明
確
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
外
国
か
ら
の
誘
客（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）

戦
略
的
な
視
点
で
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
を
中

心
と
し
た
誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
４
月
17
日
か
ら
６
月
19
日
ま
で
、
い

わ
て
花
巻
空
港
で
は
初
と
な
る
台
湾
と
の

春
季
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
つ
の
契
機
と
し

て
、
本
市
に
宿
泊
す
る
外
国
人
を
対
象
と

し
た
支
援
事
業
を
実
施
し
、
海
外
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
や
観
光
業
者
な
ど
か
ら
、
本
市
の

魅
力
を
充
分
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

的
確
な
情
報
発
信
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
第
三
セ
ク
タ
ー

指
定
管
理
し
て
い
る

温
泉
入
浴
施
設
な
ど
老
朽
化
し
た
施
設
を

計
画
的
に
整
備
し
つ
つ
、
施
設
の
譲
渡
や

綿
帽
子
温
泉
館
の
高
齢
者
福
祉
施
設
併
設

に
向
け
施
設
改
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
抜

本
的
な
改
革
に
も
取
り
組
み
、
収
支
改

善
・
経
営
体
質
の
強
化
の
た
め
、
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
雇
用

復
興
需
要
や
国
の
経
済
対
策
に

よ
り
回
復
基
調
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
雇
用
拡
大
に
一
層
努
め
、
引
き

続
き｢

緊
急
雇
用
創
出
事
業｣

を
活
用
し
、

新
た
な
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

平成26年度施政方針

２年ぶりに本市で開催される全日本自転車
競技選手権ロードレース大会（24年４月29日）
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開
で
き
る
環
境
を
目
指
し
ま
す
。

▼
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成

事
業
費

補
助
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
活
動
に
対

す
る
情
報
提
供
、
各
種
研
修
会
や
講
習
会

へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
は
、
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
男

女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
家
庭
教
育
、
教
育
振
興
運
動

子
ど

も
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
の
相
互

連
携
の
下
、
各
実
践
区
交
流
会
で
の
実
践

班
活
動
の
事
例
発
表
、
教
育
振
興
運
動
推

進
大
会
な
ど
を
通
じ
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

ど
も
を
育
て
る
教
育
振
興
運
動
の
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
次
代
を
担
う

青
少
年
を
育
成
す
る
た
め
、「
市
総
合
教
育

支
援
事
業
」を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
芸
術
文
化
振
興

芸
術
文
化
協
会
、
各

種
団
体
と
連
携
し
、
芸
術
祭
、
芸
能
大
会

な
ど
発
表
の
場
を
提
供
し
、
多
様
で
個
性

豊
か
な
芸
術
文
化
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
国
庫
委

託
事
業
で
あ
る「
学
び
を
通
じ
た
被
災
地

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
支
援
事
業
」を
活
用

し
、
児
童
・
生
徒
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
保

存
・
伝
承
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
体
育
振
興

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の

基
本
施
策
に
掲
げ
る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
と
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育

成
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
希
望
郷
い
わ
て
国
体

28
年
に
開
催
さ

れ
る
第
71
回
国
民
体
育
大
会「
希
望
郷
い

わ
て
国
体
」は
、21
年
ぶ
り
の
完
全
国
体
と

な
り
ま
す
。
今
後
は
、
実
行
委
員
会
の
事

務
局
で
あ
る
国
体
推
進
室
の
職
員
を
段
階

的
に
増
員
し
、
組
織
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
行
政
改
革

第
２
次
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
き
、
職
員
削
減
や
民
間
開
放
な
ど
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
よ
り
、

行
政
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

▼
行
政
組
織
機
構

24
年
度
か
ら
３
カ
年

に
わ
た
り
見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

26
年
度
は
、
産
業
部
と
建
設
部
の
統
合
や

生
涯
学
習
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
部
門
な
ら
び

に
国
体
推
進
室
の
市
長
部
局
へ
の
移
管
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
収
納

納
税
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
、
市
税
な
ど
収
入
の
安
定
的
確
保

を
図
る
た
め
、
26
年
度
か
ら
市
税
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
ま
す
。

▼
庁
舎
建
設

庁
舎
建
設
に
関
連
す
る
花

輪
線
北
森
駅
移
設
に
つ
い
て
は
、「
花
輪
線

北
森
駅
移
設
等
工
事
に
関
す
る
施
行
協

定
」締
結
後
、
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で

す
。
26
年
11
月
に
自
由
通
路
の
完
成
、
そ

し
て
27
年
３
月
、
新
た
な
北
森
駅
の
開
業

を
目
指
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
連
携
・
交
流
の
促
進

協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
補
助
金
を
全
面
的
に
見
直
し
、

積
極
的
な
活
用
を
促
す
た
め
、
地
域
づ
く

り
一
括
交
付
金
と
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在

１
人
が
活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
加
え
、
新
た
に
隊
員
を
募
集
し
、
地

域
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
定
住
化
に
向
け

た
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

26年度新規事業の内容
事 業 名 内容【予算額（千円未満を四捨五入）】

2014市勢要覧デジ
タルブック作成業
務委託料

市ホームページに市勢要覧を電子ブック
として掲載【290万円】

西根庁舎来客駐車
場側溝改修工事

西根庁舎前来客駐車場のくぼみの部分を
平らにしてグレーチングを設置【395万
円】

市税納税通知書作
成業務委託料

市県民税、固定資産税、軽自動車税の納
税通知書の印字、封入、封緘業務を委託
【341万円】

防災用太陽光発電
設備整備事業

西根（総合運動公園）、松尾（松尾コミセ
ン）、安代（安代診療所付近）に10㌔㍗程度
の太陽光発電パネル及び蓄電池を設置
（設計）【842万円】

コミュニティセン
ター指定管理料

市の施設である地区公民館12施設をコミ
ュニティセンターとして地域に指定管理
【1億6,284万円】

臨時福祉給付金給
付事業

「簡素な給付措置」に対応する経費【1億
1,347万円】

保育所民営化支援
補助金

26年に民営化される大更保育所への補助
金【322万円】

子育て世帯臨時福
祉特例給付金給付
事業

「簡素な給付措置」に対応する経費【2,749
万円】

高齢者福祉計画策
定事業

高齢者福祉計画（計画期間27～29年）策定
に係る経費【57万円】

りんどう生産規模
拡大対策事業利子
補給費補助金

りんどうの生産拡大を目的とし、過去３
年間の実作物面積より増加計画する栽培
者に対する資材購入経費融資の利子補給
補助【22万円】

県営農業農村整備
事業負担金

後藤川地区圃場整備事業調査費の県負担
金【375万円】

全国支援展開事業 商工会が25～27年の３年間で実施する補助事業への補助【348万円】
観光案内板設置工
事

道の駅に設置する観光案内板の設置工事
【1,027万円】

ブナ２次林周辺バ
ス転回場整備工事

ブナの２次林を訪れたバスの転回場を整
備【107万円】

あずみの湯増築等
工事

老人憩の家機能の追加のための「あずみ
の湯」の改修工事【8,575万円】

上寄木グラウンド
整備工事等

増設グラウンド1面分の設計業務、その
他のグラウンドの芝生整備、天然芝整備
工事、防球ネット設置工事、ラグビーゴ
ール設置工事等【1億8,574万円】

橋梁補修事業 25年度策定となる橋梁長寿命化計画に基
づき、補修を行うもの【1億円】

大更駅自由通路基
本設計業務負担金

大更駅舎と線路をまたぐ自由通路の基本
設計業務に係るＪＲへの負担金【1,726万
円】

特用林産施設体制
整備事業費補助金

放射能被害により生産困難となっている
国産きのこ類の生産力増強対策のため、
国の補助金制度を活用して、原木を導入
【231万円】

岩手県立福岡工業
高校学校創立50周
年記念事業補助金

創立50周年記念事業に係る補助金【２万
円】

はらから塾40周年
記念事業費補助金

「同胞」40周年記念事業として、山田洋次
監督、倍賞千恵子、寺尾聰ほか７人をゲ
ストに呼んで映画を上映【150万円】

第71回国民体育大
会冬季スキー競技
会八幡平市実行委
員会交付金

国体冬季スキー競技会（28年２月開催）へ
向けた運営費交付金【2,601万円】

冬季国体関連施設
改修事業

矢神飛躍台電光掲示板改修、クロスカン
トリー競技計時計算システムの開発費用
など【1億3,505万円】

田山射撃場天井・
壁張替え工事

国体に向けて老朽化した射撃場の天井と
壁を張り替え【1,072万円】

国体啓発用看板作
成業務委託料

国道282号田山スキー場入口に設置する
広告塔の作成業務【45万円】
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 196億4,100万円 平
成
26
年
度
の
予
算
が
、
市
議
会
第
１
回
定
例

会
・
本
会
議
最
終
日
の
３
月
20
日
に
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
25
年
度
予
算

と
比
較
し
、
３
４
０
０
万
円（
０
・
２
㌽
）増
の

１
９
６
億
４
１
０
０
万
円
で
、
７
年
連
続
の
増
額
と

な
り
、
合
併
後
最
大
と
な
り
ま
し
た
。
26
年
度
一
般

会
計
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

希望郷いわて国体のラグビー競技が
行われる上寄木グラウンド

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
・

歳
出
の
内
訳
を
次
ペ
ー
ジ
上
段
の
円
グ

ラ
フ
に
、
ま
た
、
会
計
別
の
予
算
額
を

次
ペ
ー
ジ
下
段
に
示
し
ま
す
。

26
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
、
１
９
６
億
４
１
０
０
万
円
で
、
前

年
度
比
３
４
０
０
万
円（
０
・
２
㌽
）の

増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■

歳
入

一
般
会
計
の
歳
入
で
最
も
多
く
を
占

め
る
の
が
、
地
方
交
付
税
の
81
億
５
千

万
円（
構
成
比
41
・
５
％
）で
す
。
地
方

交
付
税
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
付
実
績
な

ど
か
ら
、
前
年
度
に
比
べ
、
１
億
円
増

額
し
て
い
ま
す
。

次
い
で
多
く
を
占
め
て
い
る
の
は
市

債
で
す
が
、
前
年
度
に
比
べ
４
億
４
９

用
語
解
説

一
般
会
計
＝
市
税
や
地
方
交
付
税
を

主
な
財
源
と
し
て
、
道
路
や
水
路
の

整
備
、
福
祉
や
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
会
計

特
別
会
計
＝
国
民
健
康
保
険
や
公
共

下
水
道
事
業
、
浄
化
槽
事
業
な
ど
の

よ
う
に
、
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事

業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
と
区
分

す
る
た
め
に
設
け
る
会
計

企
業
会
計
＝
国
・
地
方
公
共
団
体
が

営
む
公
営
企
業
が
行
う
会
計（
本
市

は
水
道
事
業
と
西
根
病
院
事
業
）

臨
時
福
祉
給
付
金
＝
平
成
26
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
所
得

の
低
い
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し

て
支
給
す
る
給
付
金
。
申
請
や
支
給

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
国
で
準
備
し

て
い
る
最
中
で
す（
３
月
27
日
現
在
）

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
＝
基
礎
的

財
政
収
支
。
地
方
債
発
行
を
除
く
税

収
な
ど
の
正
味
の
歳
入
と
公
債
費

（
元
金
償
還
額
分
の
み
）を
除
く
歳
出

と
の
収
支

実
質
公
債
費
比
率
＝
地
方
債
の
償
還

金
を
標
準
財
政
規
模
で
割
っ
た
も
の

で
、
通
常
過
去
３
年
間
の
平
均
値
を

と
り
ま
す
。

８
０
万
円（
12
・
１
㌽
）減
り
、
32
億
５

５
９
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

３
番
目
に
多
い
の
は
市
税
で
、
所
得

の
増
加
に
よ
る
市
民
税
の
増
額
な
ど
を

見
込
み
、
前
年
度
比
７
５
３
３
万
円

（
２
・
７
㌽
）増
の
29
億
１
１
８
３
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■

歳
出

歳
出
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
大
き
く
増
額
と
な
っ
た
３
科
目
を

増
額
が
多
い
順
に
説
明
し
ま
す
。

総
務
費
は
、
新
庁
舎
の
建
設
工
事
と

そ
の
関
連
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
な
ど
を
開
始
す
る
た

め
、
前
年
度
に
比
べ
、
５
億
７
４
７
２

万
円（
17
・
１
㌽
）増
の
39
億
２
７
８
２

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

費
で
、
10
億
７
５
３
２
万
円（
97
・
２

㌽
）減
の
３
１
５
４
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
凍
上
災
害
復
旧
事
業

が
完
了
し
た
た
め
で
す
。

な
お
、
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
赤
字
と
な
る
見

通
し
で
す
が
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、

起
債
に
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
る

基
準
の
18
％
を
下
回
る
見
込
み
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
20
年
度
以
来
、

基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
24
年
度
は
、

12
・
２
％
で
し
た
。

市
は
、
今
後
も
財
政
指
標
を
注
視
し

な
が
ら
、
将
来
負
担
が
過
大
に
な
ら
な

い
よ
う
に
計
画
的
な
財
政
運
営
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
長
公
室
財
政

係（
☎
・
内
線
１
２
１
８
）ま
で
。

民
生
費
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金

の
創
設
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

３
億
５
１
２
万
円（
６
・
９
㌽
）増

の
47
億
３
０
０
２
万
円
で
す
。

商
工
費
は
、
希
望
郷
い
わ
て
国

体
に
向
け
た
上
寄
木
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
や
あ
ず
み
の
湯
の
施
設
改

修
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
に
比
べ
、

２
億
４
１
７
９
万
円（
45
・
３
㌽
）

増
の
７
億
７
５
６
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
前
年
度
に
比
べ
、
大
き

く
減
額
に
な
っ
た
の
は
災
害
復
旧
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平成26年度 一般会計予算は

平成26年度と25年度の市当初予算
（会計別総額、１万円未満四捨五入）

会 計 別 26年度当初予算 25年度当初予算

一 般 会 計 196億4,100万円 196億700万円

特

別

会

計

国民健康保険
（事業勘定） 37億693万円 36億7,008万円

後期高齢者医療 2億3,961万円 2億3,534万円

国民健康保険
（診療施設勘定） 3億546万円 3億1,061万円

公共下水道事業 4億9,708万円 3億8,162万円

農業集落
排水事業 6億7,277万円 5億4,983万円

浄化槽事業 6,742万円 3,863万円

企

業

会

計

水

道

事

業

収益的収入 6億7,663万円 5億5,572万円

収益的支出 5億8,493万円 5億946万円

資本的収入 2億6,205万円 2億5,165万円

資本的支出 4億6,336万円 4億6,359万円

西

根

病

院

収益的収入 7億7,475万円 7億4,978万円

収益的支出 7億9,827万円 7億4,978万円

資本的収入 1億2,506万円 1,578万円

資本的支出 1億2,661万円 1,917万円

市民向け予算説明書を発行します

歳出のおおまかな内容
議会費＝市議会の運営のために使うお金
総務費＝行政全般の事務に関する経費などに使うお金
民生費＝障害福祉や高齢者・子育て支援、生活保護など

に使うお金
衛生費＝予防接種、健康診断、ごみ処理などに使うお金
労働費＝雇用確保のための作業員賃金や委託費用など
農林水産費＝農業や林業振興などに使うお金
商工費＝商工業の振興や観光イベントなどに使うお金
土木費＝道路補修や除雪、市営住宅管理などに使うお金
消防費＝消防署の経費や消防団員の報酬などに使うお金
教育費＝小・中学生などの教育のために使うお金
災害復旧費＝公共土木施設などの災害復旧のために使う

お金
公債費＝市債（借入金）を返済するために支払うお金

市税
29 1 183万円
（14 8％）

収入
4億8 288万円
（2.5％）

入金
９億8,380万円
（5.0 ）

その の 主財源
３億5 498万円
（1.8％）

地方交付税
81億5 000万円
（4 5％）

市債
32億5,590万円
（ 6 6％）

国庫支 金
5億7 552万円
8 0％）

県支出金
3億 003万

（6 7％）

その他の依 財源
6億1,606万円
（3.1％）

自 財源
（24 1％）

依存財源
（75 9％）

歳入総額
196億4,100万円

歳出総額
196億4,100万円

会費
1億8 245万円
（0.9％）

総務費
39億2,782万円
（20.0％）

民生費
4 億3,002万円
（24. ％）

衛 費
3億2 689万

（6.8％）

労
1億4,588万
（0.7％）

農林水産費
12 6 57万円
（6.5％）

商 費
7 ,569万円
（3.9％）

土木費
25億5 322万
（13 0％）

消防費
7 ,957万円
（3.9％）

教育費
4億 2 1万円

（ 2％）

災 復 費
3 154万円
（0.2％）

公債
24億7 826万円
（12 6％）

予備
3,000万円
（0.2％）

※ 予算額は１万円未満を、割合は小数点以下第２位を四捨五入しているため
合計が合わない場合があります。

歳出 歳入

26年度の一般会計の
内容を詳しく説明する
予算説明書「ことしの
予算のつかいみち」を
ことしも発行します。

歳入・歳出の詳細な
内容や26年度に実施
する事業などを歳出科

目別に紹介します。後日、全戸配布する予定
ですので、ぜひご覧ください。

25
年
度
の
予
算
説
明
書
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八
幡
平
市
議
会
議
員
選
挙

 
投
票
日
は
４
月
２7
日
㈰

表２ 投票日当日の投票所と投票区の区域
投票区 投 票 所 投票区の区域

１ 大更コミュニティセンター 駅前一区、上町、仲町、北村、両沼

２ 大更小学校体育館 駅前二区、下町一区、下町二区、下町三区、松川、雇用促進、山
後、五百森

３ 旧東大更小学校体育館 岡村、山子沢、大石平、渋川、渋川開拓、白屋、中関
４ 田頭コミュニティセンター 中村、間羽松、舘腰、町組、高宮、薬師
５ 平笠小学校体育館 上平笠、中平笠、下平笠、南平笠

６ 平舘コミュニティセンター 東、大久保、共新、小福田、大泉、駅前、わし森、椛沢、笹目、
松久保、山崎、堀切

７ 寺田柔剣道場 寺田新田、野口、寺田、帷子、土沢、若谷地、川原目、上関、荒
木田、舘沢

８ 松野小学校体育館 安比高原、時森、小屋の沢、大花森、中松尾、松尾、野駄、上野
駄、中沢、前森

９ 寄木小学校体育館 北寄木、南寄木、寄木新田、上寄木
10 旧柏台出張所 金沢、畑、柏台二丁目、柏台三丁目、八幡平温泉郷、松川温泉
11 畑コミュニティセンター 細野、豊畑、畑１区、畑２区

12 安代総合支所 荒屋新町、新町中央、荒屋、秋葉、曲田横間、五日市 1 区、五日
市 2 区、五日市 3 区、五日市 4 区

13 浅沢コミュニティセンター 浅沢第 1、浅沢第 2

14 田山スポーツ交流館 苗石田、新興矢神、杉沢、栗木田、平長、田山上、田山下、愛の
山、石名坂、折壁、日瀬通

15 舘市コミュニティセンター 舘市、兄畑、兄川

任
期
満
了
に
伴
う
八
幡
平
市
議
会
議
員
選
挙

が
４
月
20
日
㈰
に
告
示
さ
れ
、
27
日
㈰
に
投
・

開
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、期
日
前
投
票
所
を
９
カ
所
、

当
日
の
投
票
所
を
15
カ
所
で
行
い
ま
す
。
投
票

所
は
、
入
場
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
期
間
内
は
、
入
場
券
の

無
料
利
用
券
を
切
り
取
っ
て
運
転
者
に
提
出
す

る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
無
料
で
利
用
で

表１ 期日前投票所と開設日

施 設 名 21・22・23 日
㈪ ㈫ ㈬

24・25・26 日
㈭ ㈮ ㈯

西根地区市民センター ○
松尾総合支所 ○
安代総合支所 ○

新
設

大更コミュニティセンター ○
田頭コミュニティセンター ○
平舘コミュニティセンター ○
寺田柔剣道場 ○
旧柏台出張所 ○
田山スポーツ交流館 ○

選
挙
の
日
程

◎
告
示（
立
候
補
受
け
付
け
）

■
日
時

４
月
20
日
㈰
、
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
ま
で

■
場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

◎
期
日
前
投
票

■
日
時

４
月
21
日
㈪
か
ら
26
日
㈯
ま
で

の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
８
時
ま
で

■
場
所

表
１
の
９
カ
所
の
ど
こ
で
も
投

票
で
き
ま
す
。
会
場
別
の
開
設
日
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

◎
投
票（
当
日
）

■
日
時

４
月
27
日
㈰
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で

■
場
所

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所（
表
２
の
15
カ
所
）

き
る
ほ
か
、
投
票
日
と
前
日
は
、
９
ペ
ー
ジ
か

ら
11
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
、
無
料
の
臨
時
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
・
内
線
１
２
２
６
）ま
で
。
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4月26日㈯の臨時バス時刻表
（かっこ内は期日前投票所を発車する時間。帰りは逆順に運行します）

北 村
公民館 ⇒ 両 沼

公民館 ⇒ 大 更
コミセン

10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：10（10：25）
15：00 ⇒ 15：05 ⇒ 15：10（15：25）

松 川
公民館 ⇒ 山 後

公民館 ⇒ 五百森
公民館 ⇒ 大 更

コミセン
10：45 ⇒ 11：00 ⇒ 11：10 ⇒ 11：15（11：30）
15：45 ⇒ 16：00 ⇒ 16：10 ⇒ 16：15（16：30）

山子沢地区
転作研修センター ⇒ 旧渋川

小学校 ⇒ 大 更
コミセン

11：00 ⇒ 11：10 ⇒ 11：20（11：35）
15：00 ⇒ 15：10 ⇒ 15：20（15：35）

川 前
公民館 ⇒ 中村地区

集落センター ⇒ 田 頭
コミセン

10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：10（10：25）
14：00 ⇒ 14：05 ⇒ 14：10（14：25）

堀切児童館 ⇒ 平舘コミセン
10：00 ⇒ 10：10（10：25）
15：00 ⇒ 15：10（15：25）

笹目集会所 ⇒ 平舘コミセン
10：50 ⇒ 11：00（11：15）
15：50 ⇒ 16：00（16：15）

荒木田
体育館 ⇒ 上関地区

集落センター ⇒ 寺 田
柔剣道場

9：05 ⇒ 9：10 ⇒ 9：20（9：30）
13：05 ⇒ 13：10 ⇒ 13：20（13：30）

若谷地野菜
栽培管理センター ⇒ 土沢地区

集落センター ⇒ 寺 田
柔剣道場

10：00 ⇒ 10：15 ⇒ 10：25（10：35）
14：00 ⇒ 14：15 ⇒ 14：25（14：35）

新田地区
コミセン ⇒ 野口地区

転作営農センター ⇒ 寺 田
柔剣道場

11：20 ⇒ 11：30 ⇒ 11：35（11：45）
15：20 ⇒ 15：30 ⇒ 15：35（15：45）

中 沢
分 館 ⇒ 谷地中

分 館 ⇒ 時 森
分 館 ⇒ 松尾総合

支 所
10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：15 ⇒ 10：25（10：35）
15：00 ⇒ 15：05 ⇒ 15：15 ⇒ 15：25（15：35）

上寄木分館 ⇒ 旧柏台出張所
11：15 ⇒ 11：25（11：35）
16：15 ⇒ 16：25（16：35）

細 野
コミセン ⇒ 畑

コミセン ⇒ 小屋畑
公民館 ⇒ 安代総合

支 所
10：00 ⇒ 10：10 ⇒ 10：15 ⇒ 10：20（10：40）
14：00 ⇒ 14：10 ⇒ 14：15 ⇒ 14：20（14：40）

苗 代 沢 農 村
総合管理施設 ⇒ 田山スポーツ

交 流 館
9：00 ⇒ 9：10（9：20）

14：00 ⇒ 14：10（14：20）
平又長者前
公 民 館 ⇒ 田山スポーツ

交 流 館
9：50 ⇒ 10：05（10：15）
14：50 ⇒ 15：05（15：15）

日泥公民館 ⇒ 折壁自治
公 民 館 ⇒ 田山スポーツ

交 流 館
10：50 ⇒ 10：55 ⇒ 11：05（11：15）
15：50 ⇒ 15：55 ⇒ 16：05（16：15）

兄 川
公民館 ⇒ 舘 市

コミセン ⇒ 戸 鎖
公民館 ⇒

田 山
スポーツ
交 流 館

10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：10 ⇒ 10：15（10：25）
14：00 ⇒ 14：05 ⇒ 14：10 ⇒ 14：15（14：25）

曲 田
公民館 ⇒ ＪＲ荒屋

新 町 駅 ⇒ 安代総合
支 所

10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：10（10：20）
15：00 ⇒ 15：05 ⇒ 15：10（15：20）

目名市
公民館 ⇒ 五 日 市

コミセン ⇒ 安代総合
支 所

10：40 ⇒ 10：50 ⇒ 10：55（11：05）
15：40 ⇒ 15：50 ⇒ 15：55（16：05）

４月26日の期日前投票は、下の時刻表のとおり、臨
時バスを運行します（停留場所でのみ乗降できます）。

市内９カ所の期日前投票所（８㌻ 表１）であれば、
どの施設でも投票することができます。

投票所までの
バスの運行について

（投票日前日の期日前投票）
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第８投票区
時 森
分 館 ⇒ 谷地中

分 館 ⇒ 松 野
小学校

午
前

9：00 ⇒ 9：05 ⇒ 9：15（9：25）
10：00 ⇒ 10：05 ⇒ 10：15（10：25）
11：00 ⇒ 11：05 ⇒ 11：15（11：25）

午
後

13：00 ⇒ 13：05 ⇒ 13：15（13：25）
15：00 ⇒ 15：05 ⇒ 15：15（15：25）
17：00 ⇒ 17：05 ⇒ 17：15（17：25）

中沢分館 ⇒ 松野小学校

午
前

9：00 ⇒ 9：10（9：20）
10：00 ⇒ 10：10（10：20）
11：00 ⇒ 11：10（11：20）

午
後

13：00 ⇒ 13：10（13：20）
15：00 ⇒ 15：10（15：20）
17：00 ⇒ 17：10（17：20）

第９投票区
上寄木分館 ⇒ 寄木小学校

午
前

9：00 ⇒ 9：10（9：20）
10：00 ⇒ 10：10（10：20）
11：00 ⇒ 11：10（11：20）

午
後

13：00 ⇒ 13：10（13：20）
15：00 ⇒ 15：10（15：20）
17：00 ⇒ 17：10（17：20）

第11投票区
細 野 地 区
農村婦人の家 ⇒ 畑コミセン

午
前

7：30 ⇒ 7：40（7：50）
9：00 ⇒ 9：10（9：20）

10：30 ⇒ 10：40（10：50）

午
後

13：00 ⇒ 13：10（13：20）
14：30 ⇒ 14：40（14：50）
16：00 ⇒ 16：10（16：20）

小屋畑公民館 ⇒ 畑コミセン

午
前

8：15 ⇒ 8：25（8：35）
9：45 ⇒ 9：55（10：05）

11：15 ⇒ 11：25（11：35）

午
後

13：45 ⇒ 13：55（14：05）
15：15 ⇒ 15：25（15：35）
16：45 ⇒ 16：55（17：05）

第12投票区
中央生活改善センター ⇒ 安代総合支所

午
前

7：40 ⇒ 7：45（7：55）
9：10 ⇒ 9：15（9：25）

10：40 ⇒ 10：45（10：55）

午
後

13：10 ⇒ 13：15（13：25）
14：40 ⇒ 14：45（14：55）
16：10 ⇒ 16：15（16：25）

目名市公民館 ⇒ 五日市コミセン ⇒ 安代総合支所

午
前

8：10 ⇒ 8：15 ⇒ 8：20（8：30）
9：40 ⇒ 9：45 ⇒ 9：50（10：00）

11：10 ⇒ 11：15 ⇒ 11：20（11：30）

午
後

13：40 ⇒ 13：45 ⇒ 13：50（14：00）
15：10 ⇒ 15：15 ⇒ 15：20（15：30）
16：40 ⇒ 16：45 ⇒ 16：50（17：00）

第14投票区
苗代沢農村総合管理施設 ⇒ 田山スポーツ交流館

午
前

7：30 ⇒ 7：35（7：45）
9：25 ⇒ 9：30（9：40）

10：45 ⇒ 10：50（11：00）

午
後

12：45 ⇒ 12：50（13：00）
14：45 ⇒ 14：50（15：00）
16：05 ⇒ 16：10（16：20）

平又長者前公民館 ⇒ 田山スポーツ交流館

午
前

8：05 ⇒ 8：15（8：25）
10：00 ⇒ 10：10（10：20）
11：20 ⇒ 11：30（11：40）

午
後

13：20 ⇒ 13：30（13：40）
15：20 ⇒ 15：30（15：40）
16：40 ⇒ 16：50（17：00）

日泥公民館 ⇒ 折壁公民館 ⇒ 田山スポーツ
交 流 館

午
前

8：45 ⇒ 8：50 ⇒ 8：55（9：05）
9：50 ⇒ 9：55 ⇒ 10：00（10：10）

11：45 ⇒ 11：50 ⇒ 11：55（12：05）

午
後

14：05 ⇒ 14：10 ⇒ 14：15（14：25）
15：20 ⇒ 15：25 ⇒ 15：30（15：40）
17：25 ⇒ 17：30 ⇒ 17：35（17：45）

第15投票区
兄川公民館 ⇒ 舘市コミセン

午
前

7：30 ⇒ 7：35（7：45）
8：40 ⇒ 8：45（8：55）

10：40 ⇒ 10：45（10：55）

午
後

13：00 ⇒ 13：05（13：15）
14：10 ⇒ 14：15（14：25）
16：10 ⇒ 16：15（16：25）

戸鎖公民館 ⇒ 舘市コミセン

午
前

8：05 ⇒ 8：10（8：20）
9：15 ⇒ 9：20（9：30）

11：15 ⇒ 11：20（11：30）

午
後

13：35 ⇒ 13：40（13：50）
14：45 ⇒ 14：50（15：00）
16：45 ⇒ 16：50（17：00）

第12投票区
曲田公民館 ⇒ 安代総合支所

午
前

7：30 ⇒ 7：35（7：45）
9：00 ⇒ 9：05（9：15）

10：30 ⇒ 10：35（10：45）

午
後

13：00 ⇒ 13：05（13：15）
14：30 ⇒ 14：35（14：45）
16：00 ⇒ 16：05（16：15）
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第１投票区
北 村
公民館 ⇒ 両 沼

公民館 ⇒ 大 更
コミセン

午
前

7：30 ⇒ 7：35 ⇒ 7：40（7：50）
9：00 ⇒ 9：05 ⇒ 9：10（9：20）

10：30 ⇒ 10：35 ⇒ 10：40（10：50）

午
後

13：00 ⇒ 13：05 ⇒ 13：10（13：20）
14：30 ⇒ 14：35 ⇒ 14：40（14：50）
16：00 ⇒ 16：05 ⇒ 16：10（16：20）

第２投票区
松 川
公民館 ⇒ 山 後

公民館 ⇒ 五百森
公民館 ⇒ 大 更

小学校

午
前

7：40 ⇒ 7：55 ⇒ 8：05 ⇒ 8：10（8：25）
9：10 ⇒ 9：25 ⇒ 9：35 ⇒ 9：40（9：55）

10：45 ⇒ 11：00 ⇒ 11：10 ⇒ 11：15（11：30）

午
後

13：10 ⇒ 13：25 ⇒ 13：35 ⇒ 13：40（13：55）
14：40 ⇒ 14：55 ⇒ 15：05 ⇒ 15：10（15：25）
16：10 ⇒ 16：25 ⇒ 16：35 ⇒ 16：40（16：55）

第３投票区
旧渋川小学校 ⇒ 旧東大更小学校体育館

午
前

8：15 ⇒ 8：25（8：35）
9：45 ⇒ 9：55（10：05）

11：15 ⇒ 11：25（11：35）

午
後

13：45 ⇒ 13：55（14：05）
15：15 ⇒ 15：25（15：35）
16：45 ⇒ 16：55（17：05）

第４投票区
川 前
公民館 ⇒ 中村地区

集落センター ⇒ 田 頭
コミセン

午
前

8：00 ⇒ 8：05 ⇒ 8：10（8：25）
9：30 ⇒ 9：35 ⇒ 9：40（9：55）

11：00 ⇒ 11：05 ⇒ 11：10（11：25）

午
後

13：00 ⇒ 13：05 ⇒ 13：10（13：25）
14：30 ⇒ 14：35 ⇒ 14：40（14：55）
16：00 ⇒ 16：05 ⇒ 16：10（16：25）

第６投票区
堀切児童館 ⇒ 平舘コミセン

午
前

8：00 ⇒ 8：10（8：20）
9：20 ⇒ 9：30（9：40）

10：40 ⇒ 10：50（11：00）

午
後

13：10 ⇒ 13：20（13：30）
14：30 ⇒ 14：40（14：50）
15：50 ⇒ 16：00（16：10）

笹目集会所 ⇒ 平舘コミセン

午
前

8：40 ⇒ 8：50（9：00）
10：00 ⇒ 10：10（10：20）
11：20 ⇒ 11：30（11：40）

午
後

13：50 ⇒ 14：00（14：10）
15：10 ⇒ 15：20（15：30）
16：30 ⇒ 16：40（16：50）

第７投票区
荒木田
体育館 ⇒ 上関地区

集落センター ⇒ 寺 田
柔剣道場

午
前

7：30 ⇒ 7：35 ⇒ 7：40（7：50）
9：00 ⇒ 9：05 ⇒ 9：10（10：20）

10：30 ⇒ 10：35 ⇒ 10：40（10：50）

午
後

13：15 ⇒ 13：20 ⇒ 13：25（13：35）
14：45 ⇒ 14：50 ⇒ 14：55（15：05）
16：15 ⇒ 16：20 ⇒ 16：25（16：35）

若谷地野菜
栽培管理センター ⇒ 土沢地区

集落センター ⇒ 寺 田
柔剣道場

午
前

8：10 ⇒ 8：20 ⇒ 8：30（8：40）
9：40 ⇒ 9：50 ⇒ 10：00（10：10）

11：00 ⇒ 11：10 ⇒ 11：20（11：30）

午
後

13：10 ⇒ 13：20 ⇒ 13：30（13：40）
14：30 ⇒ 14：40 ⇒ 14：50（15：00）
16：00 ⇒ 16：10 ⇒ 16：20（16：30）

新田地区
コミセン ⇒ 野 口 地 区

転作営農センター ⇒ 寺 田
柔剣道場

午
前

8：15 ⇒ 8：20 ⇒ 8：25（8：35）
9：45 ⇒ 9：50 ⇒ 9：55（10：05）

11：15 ⇒ 11：20 ⇒ 11：25（11：35）

午
後

14：00 ⇒ 14：05 ⇒ 14：10（14：20）
15：30 ⇒ 15：35 ⇒ 15：40（15：50）
17：00 ⇒ 17：05 ⇒ 17：10（17：20）

4月27日㈰の臨時バス時刻表
（カッコ内は投票所を発車する時間。帰りは逆順に運行します）

４月27日の投票日は、10、11㌻の時刻表のとおり、
臨時バスを運行します（期日前投票と同様に停留場所
でのみ乗降できます）。ただし、第５、第10、第13の
各投票区では、従前の投票所および投票区の区域とも
に変更がないため、臨時バスは運行しません。

投票日当日（４月27日）は、郵送された各自の入場券
に記載されている投票所でのみ投票が可能ですので、
場所を確認して、バスをご利用ください。

投票所までの
バスの運行について

（投票日）
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消
費
税
増
税
に
伴
い
４
月
か
ら

市
の
公
共
施
設
使
用
料
な
ど
を
改
定

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」に
よ
り
、
４
月
１
日
か

ら
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
市
は
、
こ

の
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
市
の
公
共
施
設
利
用
料

な
ど
を
改
定
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

引
き
上
げ
分
の
消
費
税
収
は 

全
世
代
の
社
会
保
障
財
源
に

消
費
税
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
４
月

１
日
か
ら
、
消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
は
、
近
年
の

少
子
高
齢
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
社
会
保
障

の
充
実
・
安
定
と
、
そ
の
財
源
の
安
定
的

確
保
や
財
政
健
全
化
を
同
時
に
達
成
す
る

た
め
の
税
制
抜
本
改
革
を
一
体
的
に
行
う

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
改
革
で
は
、
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
増
収
分
を
含
む
消

費
税
収
を
社
会
保
障
の
財
源
と
す
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
革
前
の
消
費
税
は
、
基
礎
年
金
、
老

人
医
療
、
介
護
の
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
改
革
後
は
、子
ど
も
・
子
育
て
、

医
療
・
介
護
、
年
金
と
い
う
全
て
の
世
代

が
対
象
と
な
る
社
会
保
障
を
充
実
す
る
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

地
方
消
費
税
増
収
分
に
係
る
社
会
保
障

財
源
化
分
は
４
８
４
６
万
円
で
、
市
の
社

会
福
祉
、
社
会
保
険
、
保
健
衛
生
各
事
業

の
各
地
区
の
経
過
措
置
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

使
用
料
な
ど
に
改
定
が
あ
っ
た
公
共
施

設
な
ど
の
一
覧
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
２
の

と
お
り
で
す
。
表
中
に
あ
る
施
設
で
も
、

使
用
条
件（
使
用
時
間
や
部
屋
な
ど
）に

よ
っ
て
は
、
金
額
に
変
動
が
な
い
場
合
や

使
用
方
法
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
施
設
や
担
当
課
ま
で
。

の
財
源
の
一
部
に
な
り
ま
す
。
主
な
使
い

道
は
、障
害
者
福
祉
事
業
に
５
２
１
万
円
、

高
齢
者
福
祉
事
業
に
１
０
０
２
万
円
、
児

童
福
祉
事
業
に
７
１
０
万
円
、
介
護
保
険

事
業
に
１
０
３
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
27
年
10
月
か
ら
消
費
税
率
を
10

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
経
済
状
況

な
ど
を
勘
案
し
た
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

消
費
税
の
課
税
対
象
と
な
る 

施
設
使
用
料
な
ど
を
見
直
し

こ
の
消
費
税
の
改
正
に
伴
い
、市
は
、関

係
条
例
の
見
直
し
を
行
い
、
消
費
税
の
課

税
対
象
と
な
る
公
共
施
設
の
使
用
料
や
水

道
料
金
な
ど
を
改
定
し
ま
し
た
。

改
定
後
の
上
下
水
道
使
用
料
は
、
表
１

の
と
お
り
で
す
。
水
道
使
用
料
は
、
従
来

表１ 上下水道使用料など
水道料金

用 途 基本水量 口径
基本料金

（ １ カ 月
当たり）

超 過 料 金
（１立方㍍
につき）

一般用 10立方㍍
まで

13㍉ 1,587円

172円

20㍉ 1,684円
25㍉ 2,505円
30㍉ 5,097円
40㍉ 7,711円
50㍉ 10,908円
75㍉ 19,126円
100㍉ 29,516円
150㍉ 55,760円

浴場用 一般用に準ずる 86円
臨時用 一般用に準ずる 345円

※ 水道料金＝基本料金＋超過料金
※ 請求額には、平成25年４月からの水道料金統一に伴

う経過措置が反映されます。
公共下水道使用料

区 分 汚水排除量 使用区分
一般用 浴場用 臨時用

基 本 使 用
料（１カ月
当たり）

10立方㍍ま
で 1,512円

183.6円従 量 使 用
料（１立方
㍍につき）

10立方㍍を
超え20立方
㍍まで

129.6円

64.8円

20立方㍍を
超え30立方
㍍まで

140.4円

30立方㍍を
超え40立方
㍍まで

151.2円

40立方㍍を
超え50立方
㍍まで

162.0円

50立方㍍を
超えるもの 172.8円

※ 上水道のみを使用している場合は、上水道の使用量
がそのまま下水道の使用量になります。

※ 上水道以外（井戸水など）を使用した場合は、別に計
算します。
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使用料など 担当課など 主 な 改 定 内 容
上下水道使用料

上下水道課（内線2203～2206）
上下水道料は表１参照。表中にはありません
が、水道加入金も改定しています。詳しくは、
お問い合わせください。

浄化槽人槽別使用料
農業集落排水施設使用料

一般廃棄物（し尿）の処理手数料 盛岡北部行政事務組合
（☎74-2716）

改定後は、汲み取り量10㍑につき57円、ただし、
300㍑未満の場合は1,645円

交配料 農政課（内線1263） 4,200円→4,320円
コミュニティバス利用料 地域振興課（内線1145） 回数券料金。詳しくは、お問い合わせください。
道路占用料 建設課（内線2515） 詳しくは、お問い合わせください。

学校給食費 西根地区学校給食センター
（☎70-1117）

小学生（年額）＝38,500円→39,550円
中学生（年額）＝42,000円→43,225円

表２ 使用料などが改定になった市の公共施設など
名 称 な ど 電話番号 主 な 改 定 内 容

大更コミュニティー公園（フーガの広
場）、長者屋敷公園、野駄舘公園、市
さくら公園、分水嶺公園、桜松公園

商工観光課
（内線1297） 公園使用料（消費増税分の値上げ、10円未満切り捨て）

平舘まちかど公園、田頭館山公園、松
川河川敷公園

建設課
（内線2526）

西根老人憩の家 77-2573 入浴料（市外老人、市外大人）、部屋利用料（市外老人・大
人・小人、市内大人）を各10円値上げ

松尾憩の家 78-3132 団体使用料（3,150円→3,240円）
安代老人憩の家 72-5639 市外大人部屋利用料（500円→510円）
岩手山焼走り国際交流村 76-2013

消費増税に伴う諸経費の値上げも含め、入浴料を改定
【大人１人500円→600円、小学生300円に統一（焼走り国
際交流村と八幡平温泉館森乃湯では、団体の場合、１割
引き）】。宿泊料などは、消費税増税分のみ値上げ

市自然休養村 78-3132
八幡平温泉館森乃湯 78-3611
市安代林業センター岩畑の湯 73-5321
綿帽子温泉館あずみの湯 72-6811
市農民研修センター 75-1111 研修室使用料（１時間当たりの使用料に改正）など
西根地区市民センター 76-2111 大集会室やホール使用料など、10円または20円の値上げ
市友好都市交流促進センター 78-3132 利用料（5,000円→ 5,140円）、暖房料（1,000円→ 1,020円）
松尾ふれあい文化伝承館 76-3235 ホール使用料（420円→430円）

市博物館 63-1122 映像学習室使用料【５月～10月（525円→ 540円）、11月～
４月（700円）】

田山スキー場 ４～11月：72-2111
12～３月：73-2650

リフト料金回数券【例：10回券（大人1,600円→1,640円）】、
シーズン券など

西根地区体育館
八
幡
平
市
体
育
協
会

西根地区
70-1600

松尾地区
76-3237

安代地区
72-2877

１時間当たりの体育館使用料（半面200円→210円）など
市総合運動公園 多目的運動広場、野球場、体育館使用料など
市松尾総合運動公園 運動場、屋内運動場使用料など

市安代地区体育館 照明設備使用料（1,000円→1,070円）、暖房施設使用料
（900円→ 960円）

市田山グラウンド 運動場使用料（800円→820円）など
中学校屋外運動場照明施設（西根中、
西根第一中、松尾中、安代中） １時間当たり照明施設使用料（1,000円→1,080円）

市安代健康増進センター 健康福祉課
（内線1173） １時間当たりの暖房設備使用料（940円→960円）など

市田山射撃場 73-2057 個人使用料（1,050円→1,080円）、専用【団体】使用料（7,350
円→ 7,560円）

いこいの村岩手体育館 76-2161 １時間当たりのアリーナ使用料（半面640円→650円）など

学校施設（屋内、屋外運動場） スポーツ推進課
（内線2325） １時間当たりの使用料（420円→430円）

コミュニティセンター（浅沢を除く） 各コミセン 会議室使用料などを10円値上げ

市営牧野（上坊、七時雨、長久保） 農政課
（内線1263） 市営牧野使用料（消費増税分の値上げ）
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26年度から特定健診・長寿健診とがん検診を同時に行う「総合健診」を市内全地区で実施します

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
、「
が
ん
」
に

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
が
ん
」は

無
症
状
の
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
く
、

こ
れ
を
早
く
発
見
す
る
に
は
、
が
ん
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
本
市
の
が
ん
検
診
は
、
対

象
者
の
約
３
割
の
人
し
か
受
診
し
て
い
ま

せ
ん（
平
成
24
年
度
、
下
表
の
と
お
り
）。

本
市
で
は
、
各
が
ん
検
診
を
通
し
て
毎
年

数
人
の
人
に「
が
ん
」が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
受
診
し
た
人
の
早
期
治
療
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
特
に
近
年
は
、「
大
腸
が

ん
」の
発
見
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。

全
国
的
に
が
ん
に
な
る
割
合
を
比
べ
る

と
、
肺
が
ん
や
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
は
、

40
代
か
ら
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
増

加
。乳
が
ん
は
30
代
後
半
か
ら
増
え
始
め
、

40
代
か
ら
50
代
で
最
も
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
宮
頸け

い

が
ん
は
、
30
代
か
ら
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

平成24年度の市の各がん検診の受診状況
名 称 受診対象者 受診者数 受診率 要精密検査者数 がん発見者数

肺がん検診 40歳以上 3,719人 35.6％ 174人 １人
胃がん検診 40歳以上 2,609人 25.0％ 202人 １人

大腸がん検診 35歳以上 3,600人 31.1％ 197人 ７人

乳がん検診 40歳以上の偶
数年齢の女性 960人 33.2％ 22人 ３人

子宮頸がん検診 20歳以上の偶
数年齢の女性 947人 29.8％ 41人 １人

市
が
実
施
し
た

が
ん
検
診
の
結
果

※ 対象者の他に、大腸がん・乳がん・子宮頸がん検診では、特定の年齢の人を対象に「が
ん検診無料クーポン」を配布しています。そのため、乳がん・子宮頸がん検診は、特定の
条件の奇数年齢の方も対象となります。

健診（検診）の方法が変わります

西根・松尾地区でも総合健診を実施

「
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
生
活
す
る
」に
は
、
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、年
に
一
度
、特
定
健
診
・
長
寿
健
診
・

が
ん
検
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

26
年
度
の
健
診（
検
診
）は
、こ
れ
ま
で
の
方
法
と
変
わ
り
、特
定
健
診
・
長
寿

健
診
と
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
診
で
き
る「
総
合
健
診
」と
し
て
実
施
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

がん検診
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26年度からの健診と受診する際の注意点など
名 称 受 付 時 間 受診のポイント

総合健診
午前７時から９時半まで

胃がん検診を受診しない人は、午前８時半以降に受け付けを行う
と、待ち時間が少なくなります。

ミニドック健診 １日で全ての検診を受診したい女性向けの検診です。乳・子宮頸が
ん検診の受け付けは、午前８時からです。

夕方健診
午後５時から７時まで

仕事帰りに受診できる総合健診です。胃がん検診は受診できません。

夕方大腸がん検診 検診日の早朝に大腸がん検診の検体を提出に行けない人など向け
です。８月下旬に行います。

乳・子宮頸がん検診
午前９時から10時まで
午後０時半から１時半まで

（一部の会場では、午後１時
から２時まで）

女性だけの検診ですので、気兼ねなく受診することができます。会
場によっては、受け付けが午後になる場合があります。

国
で
は
、
が
ん
対
策
推
進
の
一
つ
と
し

て「
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
」を
目
指
し
て

い
ま
す
。
市
で
も
が
ん
検
診
の
受
診
率
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
26
年
度
か
ら
、
特
定

健
診
・
長
寿
健
診
と
が
ん
検
診
を
同
時
に

受
診
で
き
る「
総
合
健
診
」を
市
内
全
地
区

で
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
健
診
と「
総
合
健
診
」な
ど
の
受
診
方

法
の
違
い
は
、
左
の
図
の
と
お
り
で
す
。

安
代
地
区
で
は
、
以
前
か
ら「
総
合
健

診
」を
行
っ
て
お
り
、市
内
で
も
同
地
区
の

が
ん
検
診
受
診
率
は
高
い
傾
向
に
あ
り
、

市
内
全
地
区
で
、
こ
の
方
式
に
統
一
す
る

こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、「
総
合

健
診
」と
乳・子
宮
頸
が
ん
検
診
を
同
時
に

行
う「
ミ
ニ
ド
ッ
ク
健
診
」を
３
日
間
、
仕

事
帰
り
に
気
軽
に
受
け
ら
れ
る「
夕
方
健

診
」を
１
日
、大
腸
が
ん
検
診
だ
け
の
検
体

提
出
日「
夕
方
大
腸
が
ん
検
診
」

を
２
日
間
設
け
ま
す
。
受
診
す

る
際
の
注
意
点
な
ど
を
下
表
に

示
し
ま
す
。

な
お
、
職
場
や
病
院
な
ど
で

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
人
は
、

市
の
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
の
が
ん
検
診
は
、
全
て
無

料
。
国
保
の
特
定
健
診
は
、
70

歳
未
満
で
課
税
世
帯
の
方
は
１

人
千
円
で
す
。
ま
た
、健
診（
検

診
）の
実
施
期
間
は
、４
月
下
旬

か
ら
８
月
中
旬
ま
で
と
、
例
年

よ
り
長
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

市
内
全
地
区
で
の「
総
合
健
診
」

は
、初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
３
月
下
旬
に
各

世
帯
に
配
布
し
た「
成
人
健
診

日
程
表
」を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
役
所
健
康
福
祉
課
健
康
推
進

係（
☎・内
線
１
１
７
２
）ま
で
。

が
ん
検
診
受
診
率

向
上
の
た
め
に
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所
属
課
な
ど

係

名

主
な
再
編
内
容

企
画
総
務
部

市
長
公
室

秘
書
広
報
係

市
教
育
委
員
会
か

ら
生
涯
学
習
部
門

を
地
域
振
興
課
に

移
管
。
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
を
新
設

し
、
市
教
育
委
員

会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

部
門
を
移
管
。
国

体
推
進
室
も
同
様

総
合
政
策
係

情
報
統
計
係

財
政
係

総
務
課

行
政
係

消
防
防
災
係

契
約
管
財
係

地
域
振
興
課

地
域
振
興
係

市
民
協
働
推
進
係

西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

国
体
推
進
室

総
務
企
画
係

競
技
式
典
係

税
務
課

市
民
税
係

資
産
税
係

収
納
管
理
係

収
納
整
理
係

所
属
課
な
ど

係

名

主
な
再
編
内
容

市
民
福
祉
部

市
民
課

戸
籍
住
民
係

環
境
衛
生
係

地
域
安
全
係

国
保
年
金
係

清
掃
セ
ン
タ
ー

斎
場

地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係

生
活
保
護
係

障
が
い
福
祉
係

児
童
福
祉
係

子
育
て
支
援
係

健
康
福
祉
課
（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
健
康
推
進
係

高
齢
福
祉
係

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

産
業
建
設
部

農
政
課

農
政
係

産
業
部（
農
政
課
、

花
き
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
、
商
工
観

光
課
、
安
代
漆
工

技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
、
安
比
塗
漆

器
工
房
）と
建
設

部（
建
設
課
、
上

下
水
道
課
）を
統

合
。
25
年
度
の
台

風
に
よ
る
被
害
の

復
旧
の
た
め
、
農

政
課
に
農
地
整
備

係
を
新
設

農
業
振
興
支
援
セ
ン

タ
ー
係

農
地
整
備
係

畜
産
係

花
き
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

商
工
観
光
課

商
工
労
政
係

観
光
振
興
係

企
業
立
地
推
進
係

安
代
漆
工
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー

安
比
塗
漆
器
工
房

建
設
課

管
理
係

土
木
係

建
築
係

都
市
計
画
係

上
下
水
道
課

経
理
係

維
持
管
理
係

工
務
係

病
院

西
根
病
院

医
局

建
設
係
を
新
設

医
療
係

建
設
係

所
属
課
な
ど

係

名

主
な
再
編
内
容

診
療
所

安
代
診
療
所

医
局

事
務
係

田
山
診
療
所

医
局

事
務
係

会
計
課

会
計
課

審
査
係

出
納
係

西
根
総
合
支
所

地
域
振
興
課

地
域
振
興
係

市
民
協
働
推
進
係

松
尾
総
合
支
所

地
域
振
興
課

地
域
振
興
係

市
民
福
祉
係

安
代
総
合
支
所

地
域
振
興
課

地
域
振
興
係

市
民
福
祉
係

田
山
支
所

市
民
係

土
木
林
業
課

林
業
係

産
業
建
設
係

防
災
ダ
ム
管
理
所

議
会

事
務
局

議
事
係

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

監
査
委
員

事
務
局

農
業
委
員
会

事
務
局

農
地
調
整
係

農
業
振
興
係

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

総
務
係

指
導
係

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

博
物
館
、
資
料
館
、

伝
承
館

図
書
館

４
月
１
日
か
ら
、
市
の
行
政
組
織
・
機
構
を
一
部
再
編

し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
き
な
改
正
点
は
、
❶
産
業
部
と
建
設
部
を
統
合
、
❷

市
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
と
国
体
推

進
室
を
市
長
部
局
に
移
管
、
の
２
点
で
す
。
窓
口
な
ど
に

つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
部
門
の
み
、
松
尾
総
合
支
所
か
ら

本
庁
舎
に
場
所
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
市
職
員
の
人
事
異
動
を
17
～
20

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

行
政
組
織
・
機
構
を

一
部
再
編

■
が
新
設
ま
た
は
変
更
に
な
っ
た
部
、
所
属
課
、
係
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所
属

職

名

氏

名

国体推進室

室
長
補
佐
兼
競
技
式
典
係
長

高

橋

政

典

主
任

伊

藤

孝

治

室
付
（
主
任
級
・
岩
手
県
国
体
・
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
局
派
遣
）

佐

藤

光

税務課

課
長

工

藤

加
寿
子

市
民
税
係
長

齋

藤

啓

志

主
任

佐
々
木

洋

美

主
任

羽

澤

り
ち
子

主
事

田

村

崇

宏

主
事

田

村

夏

海

資
産
税
係
長

渡

辺

修

主
任

瀧

澤

麻

紀

主
事

鈴

木

里

美

主
事

澤

口

頼

太

主
事
補
【
新
採
用
】

武

田

平

収
納
管
理
係
長

立

花

浩

主
事

安

藤

歌
南
子

課
長
補
佐
兼
収
納
整
理
係
長

高

橋

順

子

主
任

北

口

美
智
子

主
任

東

本

茂

樹

主
任
（
岩
手
県
総
務
部
税
務
課
派
遣
）

遠

藤

佑

輔

■
市
民
福
祉
部

部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

高

橋

正

明

部
付（
部
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
派
遣
）
藤

田

濱

子

市民課

課
長
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
斎
場
長

小

林

清

功

課
長
補
佐

高

橋

益

子

課
長
補
佐
兼
戸
籍
住
民
係
長

佐

藤

由

子

主
任

小

綿

隆

主
事

畠

山

耕

主
事
補

立

柳

大

士

主
事
補

丹

内

仁

美

主
事
補
【
新
採
用
】

遠

藤

健

太

環
境
衛
生
係
長
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
係
長
兼
斎

場
係
長

佐

藤

憲

一

主
査
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
査
兼
斎
場
主
査

古

川

弥

忍

主
事
兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
事
兼
斎
場
主
事

【
新
採
用
】

武

田

孝

紀

副
主
幹
兼
地
域
安
全
係
長

高

橋

浩

主
事
補

佐

藤

啓

太

【
氏
名
太
字
＝
異
動
者
・
新
採
用
、
色
字
＝
昇
任
】

所
属

職

名

氏

名

■
企
画
総
務
部

部
長
兼
西
根
総
合
支
所
長

小
野
寺

浩

市長公室

室
長

香

川

豊

室
長
補
佐

佐
々
木

孝

弘

室
長
補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長

渡

辺

信

主
事

佐
々
木

優

聡

主
事
補
【
新
採
用
】

恩

賀

ひ
と
み

自
動
車
整
備
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転
手

兼
主
任
作
業
員

伊

藤

正

行

総
合
政
策
係
長

佐
々
木

宣

明

主
事

山

本

和

範

主
事（
岩
手
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
派
遣
）
中
軽
米

広

和

情
報
統
計
係
長

遠

藤

祐

一

主
任

佐

藤

華

央

主
任

伊

藤

徹

哉

財
政
係
長

工

藤

紀

之

主
任

齋

藤

美
保
子

主
任

佐
々
木

靖

人

総務課

課
長（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

松

尾

亮

課
長
補
佐（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
補
佐
）

津
志
田

勇

孝

課
長
補
佐（
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
補
佐
）

古

川

伸

也

行
政
係
長

高

橋

誠

主
任

佐
々
木

智

彦

主
事

北

舘

有

輝

主
事

関

悠

26
年
度
市
職
員

人
事
異
動

↓
次
の
㌻
に
続
き
ま
す

（
４
月
１
日
付
）

平成26年度の市行政組織・機構、人事異動

所
属

職

名

氏

名

総務課

消
防
防
災
係
長

畠

山

健

一

主
任

舘

柳

竜

一

主
事

田

村

直

大

契
約
管
財
係
長

伊

藤

健

児

主
任

高

橋

百
合
子

主
任

松

尾

智

幸

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

小
野
寺

瑞

夫

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

工

藤

四
次
郎

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

工

藤

信

課
付
（
主
事
級
・
陸
前
高
田
市
派
遣
）

向
久
保

智

彦

課
付（
主
事
級
・
大
槌
町
派
遣
）

沼

田

崇

課
付
（
主
任
級
・
名
護
市
派
遣
）

遠

藤

園

子

地域振興課

課
長
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
西

根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長

工

藤

健

課
長
補
佐
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
課
長
補
佐

高

橋

琢

紀

地
域
振
興
係
長
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興

課
地
域
振
興
係
長

金
田
一

捷

誠

主
任
兼
社
会
教
育
主
事
兼
西
根
総
合
支
所
地

域
振
興
課
主
任

宮

野

政

智

主
事
補
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主
事

補
【
新
採
用
】

工

藤

俊

太

市
民
協
働
推
進
係
長
兼
西
根
総
合
支
所
地
域

振
興
課
市
民
協
働
推
進
係
長

高

橋

潤

主
任
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主
任

中
軽
米

真

人

主
任
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主
任

高

橋

美

穂

主
任
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主
任

西

田

光

吉

主
事
兼
西
根
総
合
支
所
地
域
振
興
課
主
事

泉

山

美

穂

スポーツ推進課

課
長
兼
国
体
推
進
室
長

小
山
田

克

則

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長
兼
田
山
ス
キ
ー
場
索
道

主
任

工

藤

輝

樹

主
任

畠

山

拓

主
任

高

橋

武

士

主
事

阿

部

正

陽

主
事

伊

藤

真

吾

国体推進室

総
務
企
画
係
長

遠

藤

悟

主
任

山

本

大

輔

主
任

高

橋

亮

主
事

柳

澤

大

輔
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所
属

職

名

氏

名

市民課

国
保
年
金
係
長

佐
々
木

仁

主
任

佐
々
木

和

査

主
任

田

村

修

一

主
任

舘

柳

佳

子

主
事

佐

藤

綾

佳

主
事
補

佐
々
木

麻

美

主
事
補

小

林

柚

香

課
付
（
主
任
級
・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
派
遣
）

多

賀

理

拡

地域福祉課

課
長

松

村

錦

一

副
主
幹
兼
福
祉
総
務
係
長

遠

藤

福

子

主
任

齊

藤

清

香

主
事
【
新
採
用
】

澤

口

藍

課
長
補
佐
兼
生
活
保
護
係
長

遠

藤

竹

弥

主
任
兼
社
会
福
祉
主
事

伊

藤

信

幸

主
事
兼
社
会
福
祉
主
事

小
田
島

敦

主
事

遠

藤

真

理

障
が
い
福
祉
係
長

坂

本

譲

主
任

佐
々
木

忍

主
事
補

関

口

智
恵
里

保
健
師

山

本

静

子

課
長
補
佐
兼
児
童
福
祉
係
長

黒

澤

博

範

主
任

佐
々
木

聡

子

主
事

下

川

麻
季
子

主
任
栄
養
士

田

村

直

子

副
主
幹
兼
子
育
て
支
援
係
長

葛

西

美
羽
子

主
任

佐

藤

新

主
任

佐
々
木

晴

美

主
事

大

森

美

香

寺田保育所

所
長
兼
松
野
保
育
所
長

畠

山

礼

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

滝

沢

登
美
子

主
任
保
育
士

村

田

律

子

主
任
保
育
士

高

橋

千

春

調
理
員
兼
用
務
員

田

村

智

子

松野保育所

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

古

川

千
恵
子

主
任
保
育
士

藤

井

聡

子

主
任
保
育
士

関

悦

子

主
任
保
育
士

齋

藤

恵
理
子

保
育
士

村

木

明
日
香

所
属

職

名

氏

名

健康福祉課

主
事
補
【
新
採
用
】

松

尾

隆

希

課
長
補
佐
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

補
佐
兼
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

松

尾

淳

子

副
主
幹
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

高

村

恵

子

主
任

工

藤

裕

志

主
事

武

内

晶

主
任
保
健
師

小

林

恵

美

課
付
（
課
長
補
佐
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務

組
合
派
遣
）

村

上

直

樹

課
付
（
係
長
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

派
遣
）

西

山

広

美

課
付
（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

派
遣
）

遠

藤

由
美
子

課
付
（
主
任
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合

派
遣
）

三

浦

裕

子

課
付
（
主
事
補
級
・
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組

合
派
遣
）

佐
々
木

利

也

■
産
業
建
設
部

部
長

工

藤

孝

栄

農政課

課
長

佐

藤

文

城

課
長
補
佐
兼
農
政
係
長

関

本

英

好

主
事

三

浦

拓

主
事

座
喜
味

盛
一
郎

副
主
幹
兼
農
業
振
興
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

阿

部

春

美

主
任

松

尾

竜

也

主
事

高

橋

孝

徳

課
長
補
佐
兼
農
地
整
備
係
長

田

村

泰

彦

主
任

田

村

大

畜
産
係
長

高

橋

繁

範

主
任

福

士

勝

章

花き研究
開発センター

所
長
兼
地
域
資
源
利
活
用
施
設
所
長

日

影

孝

志

主
任
技
師

遠

藤

満

主
任
技
師

高

橋

亮

主
任

工

藤

晴

彦

商工観光課

課
長
兼
安
代
漆
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
安
比
塗
漆
器
工
房
所
長

小
山
田

巧

課
長
補
佐
兼
商
工
労
政
係
長
兼
安
代
漆
工
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
安
比
塗
漆
器

工
房
所
長
補
佐

遠

藤

幸

宏

【氏名太字＝異動者・新採用、色字＝昇任】

所
属

職

名

氏

名

松 野
保育所

調
理
員
兼
用
務
員

田

口

志
保
子

調
理
員
兼
用
務
員

目

時

史

恵

寄木保育所

所
長

高

橋

郁

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

山

口

静

主
任
保
育
士

川

田

真
由
美

保
育
士

遠

藤

香

織

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

小

舘

久
美
子

柏台保育所

所
長

工

藤

順

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

工

藤

節

子

主
任
保
育
士

高

橋

佳

代

保
育
士

佐
々
木

幸

恵

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

田

村

真

紀

田山保育所

所
長

畠

山

卓

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

佐

藤

ひ
と
美

保
育
士

遠

藤

美

咲

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

盛

内

和

子

あしろ保育所

所
長
兼
あ
し
ろ
保
育
所
畑
分
園
長

大

森

玲

子

副
所
長
兼
主
任
保
育
士

畠

山

ひ
ろ
み

主
任
保
育
士

鈴

木

文

香

主
任
保
育
士

高

橋

幸

子

保
育
士

三

浦

典

子

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

荒

川

美
津
子

主
任
調
理
員
兼
主
任
用
務
員

本

堂

由
紀
子

畑分園

副
分
園
長
兼
主
任
保
育
士

鳥

居

和

枝

健康福祉課

課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

高

橋

公

子

副
主
幹
兼
健
康
推
進
係
長

松

村

た
づ
子

主
事

高

橋

稔

耶

主
事

畑

敢

主
任
栄
養
士

田

村

順

子

主
任
保
健
師

高

橋

悦

子

主
任
保
健
師

工

藤

千

歳

保
健
師

渡

辺

夕

夏

保
健
師

種

市

恵

美

保
健
師

伊

藤

千

晶

保
健
師

田

口

洋

二

高
齢
福
祉
係
長

関

貴

之

主
事

工

藤

麻

衣
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↓
次
の
㌻
に
続
き
ま
す

所
属

職

名

氏

名

商工観光課

主
任

中
軽
米

健

主
事

山

本

瞳

観
光
振
興
係
長

多

田

和

雄

主
任

種

市

篤

志

主
事

古

川

忠

彦

課
長
補
佐
兼
企
業
立
地
推
進
係
長

工

藤

久

志

主
任

伊

藤

篤

安比漆工技術
研究センター

副
主
幹
兼
安
比
塗
漆
器
工
房
副
主
幹

冨
士
原

文

隆

建設課

課
長

遠

藤

明

広

管
理
係
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

堀

口

武

一

主
任

畑

肇

主
事

伊

藤

真

平

主
事
補

佐
々
木

芳

輝

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

乙

部

一

男

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

伊

藤

正

幸

課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
（
管
理
）

森

政

彦

主
任

関

満

主
任

土

村

岳

主
任
技
師

立

柳

明

主
任
技
師

羽

澤

貴

技
師

遠

藤

芳

彦

建
築
係
長

立

柳

俊

一

主
任
技
師

竹

田

直

也

主
任
技
師

高

橋

伸

也

技
師

工

藤

郁

子

課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
（
建
築
）

小
笠
原

文

彦

主
事

遠

藤

光

志

上下水道課

課
長

菅

原

浩

人

課
長
補
佐

佐

藤

泰

平

課
長
補
佐
兼
経
理
係
長

菅

野

美
津
子

主
任

松

村

利

紀

主
任

高

橋

陽

子

主
事

工

藤

竜

也

維
持
管
理
係
長

藤

村

弘

美

主
任

田

村

久

子

主
任

佐
々
木

久

禎

平成26年度の市行政組織・機構、人事異動

所
属

職

名

氏

名

西根病院

看
護
師

佐
々
木

里

美

看
護
師

工

藤

八
千
代

看
護
師

工

藤

克

江

看
護
師

高

橋

美
代
子

看
護
師

高

橋

美

樹

看
護
師

小

島

節

子

看
護
師

遠

藤

由
果
里

看
護
師
【
新
採
用
】

髙

田

沙

織

看
護
師
【
新
採
用
】

斎

藤

明

子

事
務
局
長

遠

藤

俊

彦

事
務
局
長
補
佐
兼
医
療
係
長

高

橋

康

幸

主
任

伊

東

光

広

主
任

坂

本

幸

子

建
設
係
長

佐
々
木

善

勝

安代診療所

診
療
所
長

和

田

進

看
護
師
長

津

島

綾

子

看
護
副
主
任

三

浦

百
合
子

看
護
副
主
任

森

和

江

事
務
係
長

工

藤

拓

子

田山診療所

診
療
所
長

佐
々
木

一

匡

看
護
副
主
任

佐

藤

慶

子

看
護
副
主
任

田

中

美

香

副
主
幹
兼
事
務
係
長

佐

藤

令

子

■
会
計

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

山

本

正

信

会計課

審
査
係
長

本

堂

清

寿

主
事

佐
々
木

瞳

課
長
補
佐
兼
出
納
係
長

村

上

郁

子

主
任

伊

藤

緑

主
事

伊

藤

研

■
松
尾
総
合
支
所

総
合
支
所
長
兼
地
域
振
興
課
長

工

藤

賢

一

地域振興課

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長

小
山
田

美
恵
子

副
主
幹

中
軽
米

悟

主
任
（
併
任
農
業
員
会
事
務
局
主
任
）

松

尾

茂

主
任
（
併
任
農
業
員
会
事
務
局
主
任
）

泉

山

竜

一

市
民
福
祉
係
長

目

時

浩

一

副
主
幹

三

浦

る
み
子

主
任

高

橋

由

泰

所
属

職

名

氏

名

上下水道課

主
事
補
【
新
採
用
】

吉

田

大

祐

主
任
工
手

遠

藤

浩

二

工
手

北

口

建

人

工
務
係
長
兼
布
設
工
事
監
督
者
兼
水
道
技
術

管
理
者

工

藤

剛

主
査

村

井

伸

地

主
任
技
師
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
管
理
主
任

小

林

慎

主
任
技
師

高

橋

和

幸

主
任
技
師

佐
々
木

誠

■
病
院
・
診
療
所

西根病院

副
院
長
兼
外
科
長

瀧

山

郁

雄

内
科
長

足

澤

美

樹

外
科
医
長

星

川

浩

一

内
科
医
長

舘

道

芳

徳

小
児
科
医
長
【
新
採
用
】

塩

畑

健

薬
剤
師

中
軽
米

宰

薬
剤
師

松

浦

広

大

主
任
診
療
放
射
線
技
師

工

藤

悦

夫

診
療
放
射
線
技
師

工

藤

貴

洋

臨
床
検
査
技
師

坂

本

杏

子

臨
床
検
査
技
師

高

村

光

一

理
学
療
法
士

吉

田

恭

栄
養
士

田

村

智

美

看
護
師
長

佐
々
木

美

幸

看
護
主
任

伊

藤

秀

子

看
護
主
任

高

橋

美
津
江

看
護
副
主
任

畑

山

る
み
子

看
護
副
主
任

高

橋

玲

子

看
護
副
主
任

舘

柳

恵
美
子

看
護
副
主
任

高

橋

由
美
子

看
護
副
主
任

田

村

美
智
代

看
護
副
主
任

桜

井

友

子

看
護
副
主
任

工

藤

惠
美
子

看
護
副
主
任

留

場

尚

子

看
護
副
主
任

宮

野

薫

看
護
師

本

堂

由
賀
子

看
護
師

高

橋

美

香

看
護
師

高

橋

ひ
と
み

看
護
師

高

村

亜
寿
香
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所
属

職

名

氏

名

小・中
学 校
松
尾
中
学
校
主
任
用
務
員

中

村

健

悦

安
代
中
学
校
主
任
用
務
員

高

橋

健
四
郎

学校給食
センター

所
長
補
佐

高

橋

賢

悦

西
根
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任

工

藤

能

久

安
代
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

乙

部

勉

図書館

館
長（
併
任
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
畠

山

忠

【氏名太字＝異動者・新採用、色字＝昇任】

所
属

職

名

氏

名

土 木
林業課
自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

畠

山

和

義

■
議
会

議
会
事
務
局
長

松

浦

淳

二

議 会
事務局

事
務
局
長
補
佐

中
軽
米

昭

彦

議
事
係
長

佐
々
木

由
理
香

主
任

北

口

拓

也

■
選
挙
管
理
委
員
会

選 管
事務局
副
主
幹
兼
係
長

伊

藤

純

子

■
監
査
委
員
事
務
局

監査

事
務
局
長

武

田

啓

子

主
任

関

宏

典

■
農
業
委
員
会
事
務
局

農業委員会事務局

事
務
局
長

遠

藤

等

農
地
調
整
係
長

津

島

佐
智
幸

主
事

高

橋

慶

事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

畑

山

直

已

主
任

清

川

智

紀

主
事
補
【
新
採
用
】

笹

森

孝

哉

■
教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課

長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

工

藤

義

昭

学校教育課

課
長
補
佐

渋

谷

栄

光

課
長
補
佐
（
文
化
財
）

遠

藤

武

彦

総
務
係
長

及

川

隆

二

主
任

高

橋

洋

子

主
任

元

木

洋

介

主
事
補

畠

山

慎

吾

課
長
補
佐
兼
指
導
係
長
兼
主
任
指
導
主
事

北

田

伸

小・中学校

大
更
小
学
校
主
任
用
務
員

佐

藤

智

田
頭
小
学
校
主
任
用
務
員

松

村

一

夫

平
笠
小
学
校
主
任
用
務
員

熊

谷

睦

子

平
舘
小
学
校
主
任
用
務
員

千

葉

正

寺
田
小
学
校
主
任
用
務
員

関

た
え
子

安
代
小
学
校
用
務
員

松

尾

弘

樹

田
山
小
学
校
用
務
員

安

保

美
由
樹

西
根
中
学
校
主
任
用
務
員

中

村

正

利

西
根
第
一
中
学
校
主
任
用
務
員

小

林

和

博

平成26年度の市行政組織・機構、人事異動

所
属

職

名

氏

名

地域振興課

主
任

遠

藤

真
知
子

主
任

大

澤

沙

苗

自
動
車
整
備
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転
手

兼
主
任
作
業
員

松

浦

末

男

自
動
車
整
備
副
管
理
者
兼
主
任
自
動
車
運
転

手
兼
主
任
作
業
員

石
羽
根

稔

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

佐
々
木

隆

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

高

橋

正

広

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

元

村

和

明

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

田

村

仁

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

遠

藤

公

治

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

荒

井

健

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

門

屋

正

勝

自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員

田

村

貴

史

■
安
代
総
合
支
所

総
合
支
所
長
兼
安
代
診
療
所
事
務
長
兼
田
山
診

療
所
事
務
長

村

上

輝

身

地域振興課

課
長
兼
田
山
ス
キ
ー
場
支
配
人（
併
任
博
物
館
長
）
高

橋

桂

子

課
長
補
佐
兼
田
山
ス
キ
ー
場
副
支
配
人
（
併

任
博
物
館
長
補
佐
）

阿

部

正

昭

地
域
振
興
係
長
（
併
任
博
物
館
係
長
）

藤

原

重

良

主
任
（
併
任
博
物
館
主
任
）

関

口

清

行

主
任
（
併
任
博
物
館
主
任
）

佐
々
木

桂

課
長
補
佐
兼
市
民
福
祉
係
長
兼
田
山
ス
キ
ー

場
副
支
配
人

三

浦

剛

喜

主
任

佐

藤

学

主
事

中
川
原

文

香

主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員
兼
田
山
ス

キ
ー
場
主
任
自
動
車
運
転
手
兼
主
任
作
業
員

安

保

千

博

田山
支所
支
所
長
兼
市
民
係
長

種

市

芳

子

主
任

小
山
田

龍

司

土木林業課

課
長
兼
防
災
ダ
ム
管
理
所
長

北

舘

修

吾

林
業
係
長

田

村

春

彦

主
事
補

佐
々
木

亜
久
里

課
長
補
佐
兼
産
業
建
設
係
長
兼
防
災
ダ
ム
管

理
所
長
補
佐

米

田

直

光

主
任
（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
）

橋

本

光

幸

主
事
補（
併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
補
）

【
新
採
用
】

阿

部

聡

八

退
職
者（
３
月
31
日
付
）

職

名

氏

名

市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

大

森

光

洋

松
尾
総
合
支
所
長
兼
松
尾
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
高

橋

初

安
代
総
合
支
所
長
兼
安
代
診
療
所
事
務
長
兼
田
山

診
療
所
事
務
長

藤

森

恵

議
会
事
務
局
長

高

橋

敏

彦

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長

高

橋

一

夫

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
事
務
局
長

畠

山

一

彦

産
業
部
農
政
課
長

藤

原

一

彦

西
根
病
院
看
護
師
長

吉

田

枝
美
子

大
更
保
育
所
長
兼
寺
田
保
育
所
長

森

寛

子

あ
し
ろ
保
育
所
長
兼
あ
し
ろ
保
育
所
畑
分
園
長

金

澤

美
惠
子

西
根
病
院
事
務
局
長
補
佐

齋

藤

恵
美
子

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

高

橋

石

夫

図
書
館
長
兼
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

兼
西
根
地
区
公
民
館
長
補
佐
兼
教
育
委
員
会
事
務

局
生
涯
学
習
課
長
補
佐

鈴

木

弘

志

松
尾
地
区
公
民
館
長
兼
松
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
兼
松
尾
歴
史
民
俗
資
料
館
長
補
佐

兼
松
尾
ふ
れ
あ
い
文
化
伝
承
館
長
補
佐

田

村

英

典

西
根
病
院
内
科
医
長

瀬

川

文

香

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
指
導

係
長
兼
主
任
指
導
主
事

照

井

正

孝

退
職
者
の
皆
さ
ん
、
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
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小さな親切実行章
安代中学校が受賞

表
彰 00 おめでとうご います

津志田徳四郎さんの長寿祝い金贈呈式が３
月３日、特別養護老人ホーム・麗峰苑で行わ
れ、家族や関係者ら30人が徳四郎さんの100
歳を祝いました。

徳四郎さんは、子ども５人をはじめとして、
孫10人、ひ孫17人、やしゃご３人に恵まれて
います。長寿の秘けつを伺うと、ご家族の方
は、「よく食べて、よく動くことだと思います」
と、にこやかに語りました。

津志田 徳四郎 さん
大正３年３月１日生まれ ＝川原目＝

「
小
さ
な
親
切
」運
動
県
本
部
か
ら
３

月
10
日
、安
代
中
学
校
に「
小
さ
な
親
切

実
行
章
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
行
章
は
、
同
校
の
生
徒
が
昨

年
12
月
に
地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と

し
め
飾
り
作
り
を
行
う
な
ど
、
伝
統
継

承
と
世
代
間
交
流
を
深
め
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

伝
達
式
は
、
同
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
生
徒
を
代
表
し
て
賞
状
を

受
け
取
っ
た
矢
部
魁
一（
３
年
）生
徒
会

長
が
、「
こ
れ
か
ら
も
学
校
全
体
で
福
祉

活
動
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
、

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

新
し
い
橋
の
名
前
は
平
舘
橋

平
舘
小
学
校
の
児
童
が
命
名

市
道
堀
切
線
赤
川
橋
橋
梁り

ょ
う整

備
に
伴
う

新
橋
の
橋
名
命
名
者
お
よ
び
揮き

ご
う毫
者
記
念

品
贈
呈
式
が
３
月
10
日
、
平
舘
小
学
校
で

行
わ
れ
、
受
賞
者
ら
11
人
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

市
道
堀
切
線
赤
川
橋
は
、
現
在
の
位
置

か
ら
約
１
６
０
㍍
下
流
に
新
た
に
架
け
替

え
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
橋
の
名
称

を
平
舘
小
学
校
の
５
・
６
年
生
の
児
童
か

ら
募
集
。
選
考
の
結
果
、
新
し
い
橋
の
名

前
は
、「
平
舘
橋
」と
決
定
し
、
最
優
秀
賞

な
ど
の
受
賞
者
と
、
橋
名
板
に
毛
筆
で
橋

の
名
前
な
ど
を
書
い
た
揮
毫
者
に
、
記
念

品
の
図
書
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平
舘
橋
は
、
平
成
26
年
度
内
の
供
用
開

始
を
目
指
し
、整
備
が
進
め
ら
て
い
ま
す
。

津志田徳四郎さん（前列左から２人目）と
ご家族の皆さん

賞状を手にする生徒会役員の皆さん

記
念
品
を
手
に
す
る
受
賞
者
と

揮
毫
者
の
皆
さ
ん

義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す（３

月
17
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
）

◆
銀
行
振
り
込
み
（
表
記
は
通
帳
記
帳

の
と
お
り
）

▽
１
０
０
円

ク
ド
ウ
ユ
キ

▽
５
千
円

イ
チ
ハ
ラ
サ
ト
コ

▽
２
８
１
９
円

ト
ク
ヒ
）
フ
ク
オ
カ

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
【
特
定
非
営
利
法
人

福
岡
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
】

▽
１
万
９
７
９
１
円

八
幡
平
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
同
好
会

◆
市
役
所
窓
口
扱
い

▽
４
万
円

焼
走
り
溶
岩
流
ま
つ
り
＆

旧
車
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
行
委
員
会
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各課からのHOT LINE

４月から国民年金制度が
大幅に変更になりました ●詳しくは

市民課国保年金係（☎・内線1132）

脳ドック受診者に対して
費用の一部を助成します ●詳しくは

健康福祉課健康推進係（☎・内線1173）

岩手県は、昨年、脳卒中死亡率が全国１位とな
り、より一層の予防対策が必要となりました。

市は、脳卒中予防事業の一つとして、平成26年
度に脳ドック検診を受診する人へ、費用の一部を
助成します。ただし、助成は、右下の「助成対象
者」の条件に該当する人のみとします。対象になる
人で、受診を希望する人は、申し込みください。
■助成金額 10,000円
※ 受診後、請求手続きをいただいてから、お支

払いします。
■受診機関 脳ドック検診を実施する医療機関
※ 医療機関への連絡は、市の助成申し込みが済

んでから、各自で直接予約をしてください。
■助成申込方法 市役所健康福祉課、松尾・安代
両総合支所、田山支所に助成申し込みをしてくだ
さい。

■申し込みに必要なもの 保険証など（氏名・生年
月日を確認するため）
※ 助成申込時に、受診の説明などを行います。
■助成申込期限 平成26年９月１日㈪まで
■対象となる受診期間 26年４月１日㈫から27
年１月31日㈯まで
■助成対象者 ▶市内に住所がある人▶下表の
生年月日に該当する人
助成対象となる生年月日（Ｓは昭和を表します）

Ｓ53.4.2～Ｓ54.4.1 Ｓ28.4.2～Ｓ29.4.1
Ｓ48.4.2～Ｓ49.4.1 Ｓ23.4.2～Ｓ24.4.1
Ｓ43.4.2～Ｓ44.4.1 Ｓ18.4.2～Ｓ19.4.1
Ｓ38.4.2～Ｓ39.4.1 Ｓ13.4.2～Ｓ14.4.1
Ｓ33.4.2～Ｓ34.4.1

※ 脳血管疾患の治療中または経過観察中の人、他の脳
ドック補助を受けられる人は助成の対象外です。

平成26年４月から国民年金の制度に多くの改
正がありました。その一部を紹介します。

さかのぼって免除申請ができます
改正前、国民年金保険料をさかのぼって免除申

請できる期間は、申請時の直前の７月（学生納付
特例は４月）まででした。

４月からは、過去２年（２年１カ月前）までさか
のぼって免除申請ができるようになりました（学
生納付特例も同様。関連記事31㌻）。

【例：平成26年４月に免除・納付猶予を申請する場
合】

付加保険料も２年間納付できます
これまで、付加保険料は納期限（翌月末）までに

納めなければ、自動的に納めることができなくな
る取り扱いでした。

４月からは、国民年金保険料と同様に、付加保
険料も納期限から２年間納めることができるよう
になりました。現在、付加保険料を納付している
人は、手続き不要です。

未支給年金を受け取れる範囲が拡大
これまでは、未支給年金を受け取れる遺族の範

囲は、亡くなった人と生計を同じくしていた「配偶
者、子、父母、孫、祖父母または兄弟姉妹」でし
た。４月からは、これに加え、3親等内の親族ま
で範囲が拡大しました（４月以降に亡くなった人
の未支給年金が対象です）。
■新たに未支給年金を受け取れる遺族

24年
３月

25年
７月

26年
４月

26年
６月

これまで

４月から

申請月
▼

申請が可能な期間

申請が可能な期間

【ご注意ください】
※ 学生であった期間は、学生納付特例に限られます。
※ 免除は、前年所得や失業の状況に基づき審査を行い

ますので、承認されない場合があります。

１親等 子の配偶者、配偶者の父母
２親等 孫の配偶者、兄弟姉妹の配偶者、配偶者の祖父

母、配偶者の兄弟姉妹

３親等
ひ孫、曽祖父母、ひ孫の配偶者、甥・姪、甥・
姪の配偶者、おじ・おばの配偶者、配偶者の曽
祖父母、配偶者の甥・姪、配偶者のおじ・おば
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、●
内
の
数
字
は
順
位
、学
年
は
大
会
時
の
も
の
で
す
）

◎
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
兼
第
21
回
世
界
ア
ル
ペ
ン
開
催

記
念
全
日
本
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

（
２
月
26
・
27
日
、
雫
石
町
・
雫
石
ス

キ
ー
場
）

【
男
子
】
◇
高
校
ス
ー
パ
ー
大
回
転

▽
第
２
戦
❻
小
松
悠
平（
平
舘
高
校
３

年
）

【
女
子
】
◇
高
校
ス
ー
パ
ー
大
回
転

▽
第
１
戦
❻
畠
山
睦
美（
平
舘
高
校
２

年
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｔ
Ｖ
ｈ
杯

ジ
ャ
ン
プ
大
会（
３
月
２
日
、北
海
道
・

札
幌
市
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
）

【
男
子
】
❸
小
林
潤
志
郎（
東
海
大
学
４

年
、
松
尾
中
卒
）

◎
宮
様
ス
キ
ー
大
会
国
際
競
技
会（
３

月
２
～
９
日
、
北
海
道
・
札
幌
市
宮
の

森
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
ほ
か
）

【
男
子
】
◇
ジ
ャ
ン
プ
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

▽
成
年
❶
小
林
潤
志
郎
❿
永
井
健
弘

（
盛
岡
市
役
所
、
田
山
中
卒
）

▽
少
年
❺
小
林
陵
侑（
盛
岡
中
央
高
校

２
年
、
松
尾
中
卒
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
ラ
ー
ジ
ヒ
ル

▽
成
年
❷
小
林
潤
志
郎
❺
永
井
健
弘

▽
少
年
❸
小
林
陵
侑

◇
複
合

▽
成
年
❶
永
井
健
弘

▽
少
年
❶
小
林
陵
侑

【
女
子
】
◇
ジ
ャ
ン
プ
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル

▽
成
年
❺
小
林
諭
果（
早
稲
田
大
学
１

年
、
松
尾
中
卒
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
ラ
ー
ジ
ヒ
ル

▽
成
年
❶
小
林
諭
果

◎
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
２
０
１
３
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
全
日
本
兼
全

日
本
中
学
生
選
抜
ス
キ
ー
大
会（
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
種
目
）【
３
月
14
～
16
日
、

新
潟
県
・
妙
高
市
妙
高
高
原
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
ほ
か
】

【
男
子
】
◇
複
合
❷
小
林
陵
侑

◎
伊
藤
杯
シ
ー
ズ
ン
フ
ァ
イ
ナ
ル
大
倉

山
ナ
イ
タ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
３
月
22

日
、
北
海
道
・
札
幌
市
大
倉
山
ジ
ャ
ン

プ
競
技
場
）

【
男
子
】
❶
小
林
潤
志
郎

桜と雪の回廊
観光キャンペーン2014 を実施

4/18 ㈮～
５/31 ㈯

多くの観光客が訪れる春の
アスピーテライン

今季も多くの大会で入賞
した小林潤志郎さん

宮様スキー大会複合の各部門で優勝した
小林陵侑君（左）と永井健弘さん

間もなく、八幡平アスピーテラインと八幡平樹海ラインが開通し、
雪の回廊が見られる季節を迎えます。また、この雪の回廊と周辺地域
の桜を楽しむ「桜と雪の回廊 観光キャンペーン 2014」が行われます。
■開通日時（予定） ▶八幡平アスピーテライン＝４月18日㈮、午前10
時 ▶八幡平樹海ライン＝４月25日㈮、午前10時
■キャンペーン内容 観光施設をめぐるスタンプラリーを開催しま
す。岩手・秋田両県の対象施設を訪れ、３カ所のスタンプを集めて応
募すると、抽選で特産品などが当たります。

詳しくは、市観光協会（☎78-3500）まで。
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1213まで。

街道を通じてのイベント共催なども提案されました

３年間の集大成として、合唱を
披露する卒業生（３月12日、松尾
中学校）

校長先生から一人一人に卒業証
書が手渡されました（３月12日、
西根中学校）

卒業式が終わり、退場の際、担
任の先生と笑顔で握手（３月18
日、松野小学校）

まちづくりの夢広がる
鹿角街道まちづくりシンポジウム

鹿角街道まちづくりシンポジウムが３月２日、市
若者総合活動センターで開かれました。

シンポジウムには、市民の皆さんなど約80人が来
場。街道を生かしたまちづくりの事例紹介として、
山形、宮城、秋田各県の団体が活動の様子を発表し、
参加者は、その内容に聞き入っていました。その後、
発表者と市内の団体代表者らを含めてパネルディス
カッションも行われ、今後の鹿角街道を活用した取
り組みについて議論が交わされました。

様子を見ながら好機をうかがう雪合戦大会参加者

冷静な心で熱戦を展開
第２回八幡平エンジョイ雪合戦大会

第２回八幡平エンジョイ雪合戦大会が３月１、２の
両日、サラダファーム特設会場で行われました。

大会は、一般参加の「本気」、男女混合チームの「ミッ
クス」、小学生チームの「キッズ」の３部門に分けられ、
計42チーム約400人がエントリー。大会では、作戦を
立て、雪玉の数を温存するチームや相手チームの旗を
大胆に取りにいくチームなど、手に汗握る熱戦が繰り
広げられ、見学者は一つ一つの試合に歓声を上げてい
ました。

代表してあいさつする田村克樹さん（写真中央）

立派な自衛官目指して
市自衛隊入隊予定者激励会

市自衛隊入隊予定者激励会が３月15日、西根地区
市民センターで開催されました。

当日は、市内出身で、自衛隊に入隊予定の５人中
４人が出席。保護者や関係者ら約40人が、入隊予定
者の今後の飛躍を祈りました。式典では、先輩隊員
から激励の言葉が送られたほか、４人を代表して田
村克樹さん（18）＝松川＝が、「国や地域の皆さんの
役に立てる自衛官になりたいと思います」と、力強
くあいさつしました。
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発表会で演武を披露した西根太
極拳サークルの皆さん（３月２
日、大更コミュニティセンター）

田村市長（手前）に海外派遣の報告をする平舘高校の生徒

宮古市との交流深める
第16回てらだ公民館まつり

第16回てらだ公民館まつりが３月８、９の両日、
寺田公民館で開かれました。

まつりには、姉妹都市の宮古市から39人を招待。
本市の皆さんと一緒に、伝統芸能や輪投げなどを楽
しみました。９日には、寺田喜劇団の団員約20人
が第12回公演「寺田駐在所物語」を熱演。劇中では、
郵便局強盗の場面で、宮古市の方に急きょ人質役に
なってもらうと、その方が見事にアドリブで演技し、
会場には笑い声があふれました。

新しいバスありがとう
日本財団からワークサポート蓮華へバス寄贈

日本財団から、障害者就労継続支援事業所「ワー
クサポート蓮華」（田頭）に送迎用の29人乗りのバス
が寄贈され、３月３日、納車されました。
「ワークサポート蓮華」では、障がい者の方に就労

機会を提供するとともに、生産活動を通じて、生活
能力の向上を目指しています。事業所の利用者は31
人で、バスでの送迎が欠かせません。三浦哲也施設
長は、「利用者からも乗り心地がいいと喜ばれてい
ます。大事に使います」と、感謝を述べていました。

舞台上ではドタバタ劇が展開されました

松尾地区チャリティー芸能発表会で
は美声が響き渡りました（３月８
日、松尾地区コミュニティセンター）

貴重な海外生活を経験
平舘高校生徒が海外派遣事業の成果を報告

海外派遣事業を終えた平舘高校の生徒６人が３月
17日、市役所を訪れ、その成果を田村正彦市長に報
告しました。

生徒たちは、２月末から約２週間、アメリカ・オ
レゴン州でホームステイをしながら、地元の高校に
通学。報告会では、文化の違いに触れたことにより、

「積極性を持つことが大事」「日本の良さを再認識し
た」などといった感想が出され、生徒たちは、この
体験を今後に生かしていくことを誓っていました。

新しいバスの前で記念撮影するワークサポート
蓮華利用者の皆さん（同事業所提供）
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保健のひろば
☎・内線1172 地域福祉課健康推進係

ささえあいの輪
☎・内線1167 地域福祉課障がい福祉係

次の条件の該当者に、手当を支給しています。
■特別障害者手当
▶対象者 20歳以上で、身体または精神に著しい
重度の障がいがある方。おおむね身体障害者手帳
１・２級、療育手帳A判定の方またはそれと同等
の障がいを有する方が対象になります。
▶手当額 月額26,000円（平成26年４月現在）
■障害児福祉手当
▶対象者 20歳未満で、身体または精神に著しい
重度の障がいがあるお子さん。おおむね身体障害
者手帳１・２級、療育手帳A判定の方またはそれ
と同等の障がいを有する方が対象になります。
▶手当額 月額14,140円（平成26年４月現在）
※ 支払いは、年４回（２・５・８・11月）です。
※ 施設入所や長期入院（３カ月以上）している、

制限以上の所得がある方は、対象になりません。
※ 申請には、障害者手帳や住民票などの書類が

市
で
は
、
風
し
ん
の
流
行
や
生
ま

れ
て
く
る
お
子
さ
ん
の「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」の
発
生
を
防
ぐ
た
め

の
緊
急
対
策
と
し
て
、
成
人
の
風
し

ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

■
助
成
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
条
件

の
両
方
に
該
当
す
る
方

▼
昭
和
39
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
方

で
、
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な

い
人

▼
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
人

※

妊
娠
中
の
方
や
妊
娠
し
て
い
る

可
能
性
の
あ
る
人
は
除
く
。

■
助
成
金
額（
助
成
は
１
回
の
み
）

・
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
＝
３
千

円・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
＝

５
千
円

※

予
防
接
種
料
金
は
、
各
医
療
機

関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
自
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
助
成
対
象
期
間

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
27
年

２
月
28
日
ま
で（
助
成
申
し
込
み
の

締
め
切
り
）

■
助
成
金
の
申
請
方
法

予
防
接
種
後
、
次
の
書
類
を
市
役

所
健
康
福
祉
課
に
提
出
し
、
申
請
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

❶
予
防
接
種
の
領
収
書（
風
し
ん
予

防
接
種
と
記
載
の
あ
る
も
の
）ま
た

は
領
収
を
証
明
す
る
書
類

❷
予
防
接
種
済
書
ま
た
は
予
防
接
種

済
み
を
記
録
し
た
母
子
健
康
手
帳

❸
預
金
通
帳（
助
成
金
振
り
込
み
の

た
め
の
本
人
名
義
の
通
帳
）

❹
印
鑑

❺
申
請
書
兼
請
求
書（
市
役
所
の
窓

口
で
記
入
し
て
し
た
だ
き
ま
す
）

必要です。このほかに医師の診断書などが必要
となる場合もあります。

在宅の重度障がい者の方に対し、タクシー料金
の一部を助成しています。
■対象者 身体障害者手帳１・２級の方、療育手帳
A判定の方、精神障害者保健福祉手帳１・２級の方
※ 対象者に該当しても、施設に入所している方

や寄宿舎に入寮している方、自動車税または軽
自動車税の減免を受けている場合は対象外です。

■利用できるタクシー会社 西根観光タクシー、
平舘タクシー、福祉タクシーこまどり、安代観光
タクシー
■申請窓口 市役所地域福祉課または松尾・安代
両総合支所、田山支所
■手続きに必要なもの 印鑑と上記の障害者手帳
■助成内容 １枚600円のタクシー券を、申請月
から１カ月に２枚ずつ、１年で最大24枚交付

大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
を
助
成

特別障害者手当と障害児福祉手当

福祉タクシーの助成について
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

２

今

の

八
幡
平
市
に
暮
ら
し
始
め
、

あ
っ
と
い
う
間
に
４
カ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
主
な
活
動
地
域
と

し
て
暮
ら
し
て
い
る
田
山
地
域

で
は
、〝
例
年
に
な
く
楽
な
冬
〟

だ
と
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
話
し

て
い
ま
す
。「
え
っ
！
こ
れ
で
楽

な
冬
な
の
？
」と
、ま
だ
ま
だ
雪

国
初
心
者
の
私
は
、
早
く
も
次

の
冬
の
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

冬
の
八
幡
平
市
は
、
雪
に
ち

な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
あ
り

ま
す
。
私
は
、
３
月
２
日
に
行

わ
れ
た
田
山
ス
キ
ー
場
で
の
雪

ま
つ
り
に
田
山
地
域
振
興
協
議

会
の
皆
さ
ん
と
参
加
。
手
作
り

ピ
ザ
を
焼
き
ま
し
た
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、

ピ
ザ
を
無
事
完
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に

好
評
で
し
た
の
で
、
今
後
は
、

田
山
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
、
ピ
ザ
な
ど
を
焼
く
こ
と
が

で
き
る
石
窯
の
設
置
を
企
画
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
４
月
か
ら
新
た
に

３
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
着
任
し
ま
し
た（
５
月
８
日

号
の
広
報
で
紹
介
し
ま
す
）。私

も
含
め
て
新
た
に
加
わ
る「
仲

間
」も
、今
ま
で
自
分
が
築
い
て

き
た
も
の
と
別
れ
る
覚
悟
を
経

て
、
新
天
地
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

私
が
田
山
地
域
の
皆
さ
ん
に

し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
、
新

た
に
加
わ
る
仲
間
も
地
域
の
皆

さ
ん
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ

き
、
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
新
体
制
を
ス

タ
ー
ト
し
て
、
地
域
の
盛
り
上

げ
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

手作りピザを焼きました

焼きあがったピザ

４月１日から、地域の公民館がコミュニティセ
ンター（通称コミセン）に変わり、地域振興協議会
が指定管理者となってスタートしました。

広報はちまんたい３月６日号で紹介しました
が、従来の生涯学習・スポーツ事業に加えて、地
域の自治を盛り上げるための活動拠点にしていこ
うというのが、コミセン化の狙いです。

指定管理移行に伴う新たなサービスとして、コ
ミセンの予約状況などの情報が、市のホームペー
ジ上で確認できるようになりました。

また、コミセンごとにソーシャルネットワーク

サービスのFacebookページを開設しました。
Facebookを利用している皆さんは、ぜひお近くの、
あるいはよく利用するコミセンのページで「いい
ね！」ボタンを押してみてください。

詳しくは、お近くのコミセンまたは市役所地域
振興課（☎・内線1142）まで。

コミュニティセンター通信
第１回

ＱＲコードを読み取ると、各
コミセンのＦａｃｅｂｏｏｋのページに
アクセスできます。

指定管理で地域が運営する自治の拠点

ネットを通じて新たなサービスも展開

大更コミセンのＦａｃｅｂｏｏｋページ
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く、大人にとってもこどもの読書の大切さを考え
るとき、それが「こどもの読書週間」です。』（引用
＝社団法人読書推進協議会）

この機会に、親子で読書に親しみましょう。

子ども図書館まつりでは、楽しいお話会や本の
交換会などを予定しています。
■日時 ５月11日㈰、午後１時半から
■場所 市立図書館お話室ほか

詳細は、後ほどお知らせします。

準備中！

今年も「はくぶつかん祭り」を開催します。体験
の内容は、昔遊びや博物館探検などを用意してい
ます。詳細は、後ほどお知らせします。

４/23～5/12は「こどもの読書週間」

春のトピック展は２本立て

子ども図書館まつりを開催します

▶津波を伝える記録と文学（４月18日～27日）
県立図書館が所蔵する岩手の過去の津波災害に

関する記録資料や文学作品と、東日本大震災の関
連資料を約80点展示します（閲覧のみ可）。

▶新刊子どもの本を読む会（第１土曜日、 午前10
時から）
▶あみぐるみ教室（第２金曜日、午前10時から）
▶おはなしのじかん（第２・第４土曜日、午後２
時半から）
▶日本近代史を学ぶ会（第３月曜日、午後１時半
から）
▶本のクリニック（第３木曜日、午前10時から）
▶八幡平短歌会（第３土曜、 午後１時から）

参加希望者は、図書館へ問い合わせください。

春のはくぶつかん祭り

県立図書館巡回展示のご案内

図書館の定期開催事業のおしらせ

『こどもたちにもっと
本を、こどもたちにもっ
と本を読む場所を、との
願いから「こどもの読書
週間」は1959（昭和34）年
に誕生しました。こども
に読書を勧めるだけでな

▶「新収蔵品展」
博物館では、市民の皆さんから寄贈いただいた

多くの貴重な歴史・民俗資料の収集・保存に努め
てきました。今回展示する資料は、昨年度までに
新たに収集した刀剣や漆器などの一部資料です。
ぜひ、この機会にご覧ください。
▶「写真展 － 私の好きな八幡平市 －」

今回、博物館で初めての試み「公募写真展」を
開催します。市民の皆さまが撮影した八幡平市の
好きなところ・人・ものなどの写真を展示しま
す。市のさまざまな魅力をご覧ください。

■開催期間 ４月25日㈮から５月31日㈯まで
■開館時間 午前９時から午後４時半まで

（入館は午後４時まで）
■休館日 月曜日（祝日の場合は翌平日）
■入館料 大人 200円、中学生以下は無料

～ 春のトピック展 ～

博物館では、今年度も企画展やさまざまな
イベントなどを開催します。これからも、博
物館事業にご協力・ご支援をよろしくお願い
します。

昨年のはくぶつかん祭りでの体験の様子
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（２月届け出分）

№ 103

広報クイズ
４月３日号の問題

正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。
◎�応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」 ☆はがき〒028-7192（住所不要）
☆ＦＡＸ：�75-0469
☆メール：�koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）

◎応募期限 ４月21日㈪ 消印有効
◎第102回の正解�コミュニティセンター（コミセン）�◎応募者数 13人�◎正解者数 13人
◎当選者 遠藤弘子さん（平舘）、立柳富子さん（野駄）、佐々木良子さん（松尾）

八幡平市議会議員選挙
の投票日は何月何日？

※掲載は届け出順で、届け出人が希望
した場合だけ載せています。（敬称略）

◎男の子

阿部 諒
りょうま

真（諒一・真童那／両沼）

阿部 竜
りゅうま

馬（哲史・育美／温泉郷）

杉村 颯
は や と

斗（拓也・香織／間羽松）

◎女の子

松村 風
ふ う か

花（翔也・遥菜／中関）

佐々木 大 ／畑

常谷 梨英 ／岩手町

小笠原 悠人 ／松久保

坂井 紫乃 ／奥州市

佐々木 良 ／薬師

髙橋 香奈 ／駅前一区

千葉 知成 ／東

高橋 彩菜 ／東

小野寺 ミネ 88歳 荒木田

小山田 チヨ 89歳 五日市２区

畠山 諭 65歳 中関

本堂 邦雄 75歳 笹目

小笠原 カネ 97歳 五日市３区

津志田 チヨ 93歳 野口

遠藤 タヨ 74歳 間羽松

伊藤 ツヤ 97歳 野駄

小野 リヨ 84歳 寺田

北口 武美 66歳 浅沢第１

髙橋 二郎 80歳 松川

髙橋 ヒサ 95歳 南平笠

髙橋 昭三 85歳 共新

菊池 ウメノ 66歳 南寄木

八幡 清 70歳 苗石田

中軽米 二三男 84歳 寄木新田

工藤 政太郎 70歳 間羽松

田村 惠子 58歳 笹目

伊藤 重義 90歳 五日市４区

遊坐 泰文 76歳 上町

泉山 孫一 88歳 平長

澤口 清 87歳 松川

大川 修 79歳 上町

髙橋 太郎 89歳 わし森

星川 政則 69歳 荒屋

遠 昭二 86歳 北村

髙橋 恒義 73歳 中松尾

工藤 福圓 89歳 中村

工藤 ミツエ 90歳 中村

齊藤 ミサ 98歳 荒屋新町

■人口の動き【２月28日現在 （ ）は前月比】 ■交通事故発生件数など ※累計は１月からの合計

地 区 人 口 世 帯 数
西根地区 16,838（－16） 6,261（－１）
松尾地区 6,210（+ ２） 2,361（+１）
安代地区 4,925（－９） 1,879（+3）
合 計 27,973（ー23） 10,501（+3）
男 性 13,504（－11）
女 性 14,469（－12）

出生 6 死亡 36
転入 28 転出 21

項 目 ２月 累 計
人身事故 8 ９
物損事故 39 116
負 傷 者 7 ９
死 者 １ １
飲酒運転 １ 3
火 災 ２ 4
救 急 94 190

健 や か に

お 幸 せ に

（
（
（
（
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▪編集後記
▷係を離れることになりました。短い間で
したが、広報に関わることができてとても
勉強になりました。機会は少なかったです
が、取材にも伺い、希望にあふれる子ども
たちなどに触れ、たくさんの元気をもらい
ました。お世話になった皆さん、ありがと
うございました。 （佐藤）
▷私は、26年度も引き続き広報を担当しま
す。よろしくお願いします。 （佐々木）

通学定期券購入費の 
補助申請を忘れずに

市は、鉄道や路線バスの通学
定期券の購入費の一部を補助して
います。定期券の使用期間が３月
31日㈪までのものは、申請期限が
４月30日㈬ですので、期限まで
の提出をお願いします。
■対象者 市内に住所があり、現
に市内に居住し、通学定期券利用
の小・中学生や高等学校生、高等
専門学校生の保護者
■補助額 定期券購入費用の100
分の７の金額（10円未満切り捨て）
■申請方法 各総合支所地域振興
課やＪＲ大更駅、ＪＲ荒屋新町
駅、岩手県北バス八幡平営業所備
え付けの申請書と使用済み定期券
を販売窓口に提示して購入証明を
受け、各総合支所へ提出ください。

詳しくは、市役所地域振興課地
域振興係（☎・内線1146）まで。

堆肥の適正管理に 
協力お願いします

家畜排せつ物による堆肥は農
産物の生産に有効な資源です。そ
の一方で、野積み状態で管理が徹
底されていないと、悪臭や害虫の
発生、汚水の地下浸透など、生活
環境の悪化要因になります。

家畜飼養者はもちろん、耕種農
家の方も、次の事項に注意し、堆
肥の適正管理にご理解とご協力を
お願いします。
■注意事項 ❶堆肥の運搬は必要
量のみとし、運搬後は速やかに農
地へ散布し作付けする。❷やむを
得ず、農地などで堆肥を保管する
必要が生じた場合は、堆肥の上下
を防水シートで覆い、風に飛ばさ
れないようしっかり固定する。

詳しくは、市役所農政課畜産係
（☎・内線1263）まで。

いわて花巻空港発着 
定期便ダイヤを改正

いわて花巻空港の定期便のダ
イヤが、上期ダイヤ（３月30日～
10月25日）に改正されました。

日本航空（ＪAＬ）の札幌線、大
阪線は１日４往復、福岡線は１日
１往復と全路線で前年度上期の運
航便数を維持し、一部機材が大型
化します。また、各路線を経由
した乗継便（宮崎・那覇など12 路
線）について、新たに「乗継割引運
賃」が設定され、全国各地への利
便性が向上しました。

フジドリームエアラインズ（Ｆ
ＤA）の名古屋線は、前年度上期
の運航便数を維持し、１日３往復
になりました。

また、いわて花巻空港の駐車場
(1,150 台）は無料です。

航空券の予約は、ＪAＬ（☎
0570-025-071）、ＦＤA（☎ 0570-
55-0489）まで。受付時間は、午
前７時から午後８時までです。

詳しくは、県空港課（☎019-
629-5911）まで。

放射線などの測定結果について

西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質の測定を行っています。

その結果、２月27日、３月６日・
13日の測定では、放射性物質は検出
されませんでした。内容は、市ホー
ムページで公開しています。

詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

特養むらさき苑で 
臨時職員を募集中

社会福祉法人西根会では、臨
時職員を募集しています。
■勤務場所 特別養護老人ホーム
むらさき苑
■勤務内容 介護業務全般 ※介
護関係の資格不問
■応募条件 自身で通勤できる人
■賃金 132,300円～136,500円（月
額）
■通勤手当 実費（上限あり）

詳しくは、同苑（☎76-3100）事
務長、瀬川まで。

今月の表紙 笑顔で母親に卒業を報告
安代小学校卒業式が３月19日に行われ、

26人の児童が学び舎を巣立ちました。卒業
式では、卒業生一人一人が保護者に大きな
声で感謝の言葉を伝え、卒業証書を手渡し
ました。

なお、25年度の市内小・中学校の卒業生
は、小学校が10校222人、中学校が４校231
人でした。
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太陽光発電システム 
補助活用して導入を

市は、住宅用太陽光発電シス
テムを設置する場合に要する経費
に対し、予算の範囲内で補助金を
交付しています。
■条件 ❶市内に住所を有する。
❷市税などの滞納がない。❸過去
にこの事業を利用していない。

なお、この事業は26 年度で終
了となりますので、希望される方
は早めに計画し、申請願います。

詳しくは、市ホームページまた
は市役所地域振興課地域振興係

（☎・内線1144）まで。

調理師技術審査などの 
申請受け付けています
社団法人調理技術技能セン

ターでは、調理師技術審査・技能
検定試験（前期：すし料理、中国料
理、給食用特殊料理）を実施しま
す（受験は、いずれか１料理のみ）。
■申請受付期限 5 月 7 日㈬ ※
当日消印有効

詳しくは、同センター（☎03-
3667-1867）まで。

うつ病について学ぶ 
家族向けの教室開催

県精神保健福祉センターでは、
うつ病について学ぶ家族向けの教
室を開催します。事前に申し込み
をお願いします。
■開催日 ４月10日㈭、５月１日
㈭、６月５日㈭、７月３日㈭
■時間 午後１時半から３時半まで
■場所 県精神保健福祉センター

（本町通三丁目19-1）
詳しくは、同センター（☎019-

629-9618）まで。危険物取扱者免状など 
更新手続きお忘れなく

危険物取扱者および消防設備
士免状は、交付日から10年ごとに
書き換えが必要です。

平成16年以前の免状をお持ちの
方は速やかに更新手続きを行って
ください。
■手数料 1,600 円

詳しくは、一般財団法人消防
試験研究センター県支部（☎019-
654-7006）まで。

八幡平アグリサポート 
組合員になりませんか

農事組合法人八幡平アグリサ
ポートでは、26年度の組合員を募
集しています。
■募集範囲 松尾地区内
■加入資格 松尾地区に住所を有
する農業者（春から夏にかけて機
械作業を委託したいと思っている
人）
■加入方法 出資の口数を記載し
た加入申込書を提出
■出資金 1 口10,000円以上

詳しくは、同法人（☎74-3240）
鈴木まで。

学生の国民年金保険料 
納付特例制度あります

国内に住む全ての人は、20歳に
なった時から国民年金の被保険者
となり、保険料の納付が義務付け
られていますが、学生は、在学中
の保険料納付を猶予する学生納付
特例制度を受けることができます。

この制度の適用を受けたい人
は、次により申請してください。
■対象 大学、短大、高校、高専、
専修学校、各種学校や夜間・定時
制や通信課程の学生（学生本人の
所得要件があります）
■必要な書類 国民年金手帳、学
生などを証明する書類（在学証明
書原本または学生証の写し）など
■申請期間 26年度（26年４月～
27年３月分）は、26年４月１日か
ら受け付け開始

詳しくは、市役所市民課国保年
金係（☎・内線1132）まで。

国保西根病院で臨時の 
看護師・准看護師募集

国保西根病院では、臨時職員
（看護師・准看護師）を募集します。
■応募資格 看護師（准看護師）免
許を有する人
■雇用期間 ６カ月以内（再雇用
の場合もあります）
■募集人数 １人
■応募方法 履歴書に必要事項を
記入の上、同病院事務局へ提出く
ださい。
■応募期限 ４月21日㈪ ※郵
送の場合、当日消印有効

詳しくは、同病院事務局（☎76-
3111）まで。

農業委員会活動計画（案） 
などに意見を募集します
市農業委員会は、農業の担い手

の育成・確保、農地の利用集積お
よび遊休農地の解消などについて
積極的な活動を推進するため、26
年度の目標とその達成に向けた活
動計画（案）と、25年度の点検・評
価（案）を取りまとめました。そこ
で、この計画などの策定に当たり、
皆さんからの意見を募集します。
■計画（案）などの閲覧場所 市農
業委員会事務局、松尾総合支所地
域振興課、安代総合支所土木林業
課、市ホームページ
■意見募集期間 ４月４日㈮から
５月 7日㈬まで
■意見提出方法 ❶郵送（〒028-
7192 八幡平市大更35-62、八幡平
市農業委員会事務局）、 ❷ファ
ク ス（75-0469）、 ❸ 電 子 メ ー
ル（nogyoinbukyoku@city.
hachimantai.lg.jp）のいずれかの
方法で提出願います（様式は自由）。
※ 意見などは、住所・氏名・電話
番号など連絡先を明記し、日本語
で記入してください。これらの記
入がない場合、提出意見書として
取り扱いません。
■意見の公表 提出された意見は、
市の考え方を付して、その内容を
公表する予定です（氏名などは公
表しません）。

詳しくは、市農業委員会事務局
農業振興係（☎・内線1283）まで。
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学
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無
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刻・無
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早
退
を
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仙
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裕
太 
さ
ん

セ
ン
ボ
ク・ユ
ウ
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18
歳 

＝
関
口
＝

平成８年生まれ。寄木小学校、
松尾中学校、平舘高校に通い、そ
の12年間、無遅刻、無欠席、無早
退を達成した。高校では、卓球部
のキャプテンや生徒会の議長など
を務めた。Ｏ型のみずがめ座

平舘高校の卒業式後、岩澤健二
校長と握手を交わす仙木さん（右）

「
特
別
な
こ
と
を
成
し
遂
げ

た
と
い
う
感
じ
で
は
な
く
、
普

通
の
生
活
を
続
け
て
き
た
だ
け

な
ん
で
す
よ
」
と
謙
遜
す
る
の

は
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の

12
年
間
、
無
遅
刻
・
無
欠
席
・

無
早
退
を
達
成
し
た
仙
木
裕
太

さ
ん
。

松
尾
中
学
校
で
野
球
、
平
舘

高
校
で
は
卓
球
に
打
ち
込
み
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
大
き
な
病

気
や
け
が
を
し
た
こ
と
は
な
い

と
の
こ
と
。
そ
の
秘
け
つ
を
聞

い
て
み
る
と
、「
規
則
正
し
い

生
活
で
す
か
ね
。
特
に
睡
眠
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
僕
の

場
合
、
気
付
い
た
ら
寝
ち
ゃ
っ

て
い
る
と
い
う
方
が
多
い
で

す
」と
、
は
に
か
み
ま
す
。

今
回
の
快
挙
に
つ
い
て
、「
中

学
生
の
頃
に
少
し
意
識
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
よ
り
ク
ラ
ス
の
仲

間
た
ち
と
毎
日
を
過
ご
す
の
が

楽
し
か
っ
た
か
ら
、
欠
席
な
ど

を
せ
ず
通
学
で
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
学
校
生
活

を
支
え
て
い
た
だ
い
た
先
生

方
、
通
学
で
助
け
て
も
ら
っ
た

両
親
の
お
か
げ
で
す
」と
、
周

囲
の
支
え
に
感
謝
。
４
月
か
ら

は
、
八
戸
市
内
の
専
門
学
校
に

通
い
、
作
業
療
法
士
の
資
格
取

得
を
目
指
し
ま
す
。

新
生
活
に
向
け
て
仙
木
さ
ん

は
、「
こ
の
皆
勤
を
専
門
学
校

で
も
続
け
た
い
で
す
。
そ
し
て

作
業
療
法
士
と
し
て
、
い
つ
か

は
地
元
に
戻
り
、
地
域
の
た
め

に
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
、

目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

先
生
や
友
人
、両
親
の
支
え
に
感
謝


